
◎
論

説

日
本
語
と
中
国
語

清
朝
末
、
民
国
初
期

新
語

の
自
国
流
入
に
対
す
る

中
国
人
学
者
の
態
度

凋

天

喩

・
・
…

清
朝

か
ら
中
華
民
国
に
移
る
こ
ろ
、
西
洋

の
学
問
の
東
洋
に
波
及

す
る
力
が
激
増
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

っ
て
西
洋

の
学
問
を
表
象
す
る

新
し
い
言
葉
も
す
さ
ま
じ
い
勢

い
で
中
国
に
流
入
し
た
。
清
朝
末
期

の
科
挙

の
制
度
改
革
を
議
論
す
る
答
申
文
書
に
さ
え
も

「起
点
、
圧

ム　
　

力
、
熱

力
な
ど

の
語
句
ば
か
り
が
紙
面

に
満
ち
る
」
あ
り
さ
ま
で

あ

っ
た
。
中
国
に
対
す
る
こ
の
大
潮
の
よ
う
な
新
語
の
流
入
に
直
面

し
て
、
士
人
や
庶
民
は
、
喜
ん
で
迎
え
る
者
も
あ
り
、
憤
激
し
て
拒

絶
す
る
者
も
あ
り
、
は
な
は
だ
し
い
場
合
に
は
同

一
人
物
が
受
容
し

な
が
ら
拒
む
と

い
う
ふ
う
で
態
度
が

一
致
す
る
こ
と
は
な
く
、
近
代

中
国
語

の
世
界
は

一
種
の
両
極
状
態
を
呈
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一

ムワ
こ

方
で
は
、
人
々
は
広
く

「大
半
が
日
本
か
ら
舶
来

さ
れ
た
」
新
し
い

　
　

　

名
詞
を
使

っ
た

の
で
あ
る
が
、
も
う

一
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「日

本
に
よ

っ
て
売
り
込
ま
れ
た
新
名
詞
に
よ
っ
て
」
強

い
勢
力
を
持

つ

あ
る
種

の
言
語
的
覇
権
が
作
り
出
さ
れ
い
た

る
と
こ
ろ
で
中
国

の
伝

統
的
な
言
葉

の
体
系
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
、
相
当
部
分

の
国
民

の
反
感
や
拒
否
感
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

伝
来
と
受
け
入
れ

周
知

の
と
お
り
、

一
九
世
紀

か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
日
本

へ

渡

っ
た
中
国
人
留
学
生
と
政
治
亡
命
者
は
日
本
語
由
来

の
新
語
の
積

極
的
な
伝
来
者
だ
っ
た
が
、

こ
れ
よ
り
前
に
も
、
す
で
に
日
本
の
名

詞
を
紹
介
し
た
者
が
あ
る
。
例
え
ば

一
八
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ペ

リ
ー
艦
隊
に
随
行
し
て
日
本

に
来
た
広
東
の
人
羅
森

の
書

い
た

「日

本
日
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
八
五
三
年
に
香
港

の
英
華
書
院
が
発

す
こ

行
し
た
中
国
語
月
刊
雑
誌

の

『遽
迩
貫
珍
』

に
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
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日
記

に

は
ペ
リ

ー
が
日
本

の

「大
君
」

(徳
川
将
軍

を
指

す
)

に

贈

っ
た
プ

レ
ゼ

ン
ト
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら

一
山
を
な
す
新
名
詞
が
派
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
火
車
、
火
輪
車
、

浮
浪
艇
、
電
理
機
、
日
影
機

(照
相
機
)
な
ど
で
あ
る
。
羅
森

は
ま

た
こ
う

し
た
新
た
な
名
目
に
説
明
を

つ
け
て
い
て
、
例
え
ば

「雷
電

電
信
機
」
は

「銅
線
を
遠
方
ま
で
通
し
、

こ
れ
に
よ

っ
て
音
声
通
信

を
相
手
ま
で
直
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
反
応
は
こ
だ
ま

の
よ
う

で
あ
る
」
と
言
う
。
鐘
叔
河
は
こ
れ
に
も
と
づ
き

「初
期
段

階
の
電

話
機
」
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
行
文

の
内
容
か
ら
す

る
と
初

期
段
階

の
電
報
機
か
も
し
れ
な

い
。

も
し
、
羅
森
が
列
挙
し
て
報
告
し
て
い
る
西
洋
事
物
に
か
か
わ
る

新
名
詞

は
、
多
く
が
宣
教
師

の
翻
訳
に
よ
る
名
目

で
あ
る
、
あ
る
い

は
羅
森

が
臨
時

に
と
り
あ
え
ず

つ
け
た
訳
名

で
あ
り
、
日
本
製

の
新

語
で
は
な

い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
で
は
、

一
九
世
紀
の
七
〇
～
八

〇
年
代

に
日
本

へ
外
交

で
赴
い
た
、
あ
る
い
は
訪
問
し
た
士
人
の
渡

日
紀
行

文
の
言
葉

の
中
か
ら
日
本
で
作
り
出
さ
れ
た

一
群
の
新
名
詞

を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

光
緒

二
年

(
一
八
七
六
)
駐
日
副
使
に
任
じ
、
翌
年
駐
日
公
使
と

な

っ
た
何
如
璋

(
一
八
三
八
-

一
八
九

一
)
は
、

一
八
七
七
年

に

ハヨ
　

「使
東
述
略
並
雑
詠
」
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
左
の
よ
う
な
日

本
製
名
詞
を
紹
介
し
て
い
る
。

元
老
院

大
政
院

大
審
院

外
務
省

大
蔵
省

裁
判
所

警
視
庁

議
院

出
張
所

常
備
兵

少
佐

市
場

公
園

師
範

幼
稚
園

鉄
道

郵
便

経
費

意
匠

淡
巴
菰

(た

ば
こ
)

神
社

陸
軍
士
官
学
校

随
員

使
者
ハる
ロ

何
如
璋
の
副
使
で
あ

っ
た
張
斯
桂

の

「使
東
詩
録
」
は
、
そ
の
詩

題
が

一
群
の
日
本
語
名
詞
を
記
録
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
詩
題
に
注

釈
を

つ
け
て
説
明
あ
る
い
は
疑
問
点
を
加
え

て
い
る
。

釣
道
具

(釣
り
道
具
屋
)

八
百
屋

(野
菜
を
売

る
店
、
何

の

意
か
未
詳
)

御
料
理

(「御
」
は
大

な
る
こ
と
、

「料
理
」
は

割
烹
を
善
く
す
る
こ
と
を
言
う
ご
と

し
)

仙
台
味
噌

(
「仙

台
」
は
地
名
、

「味
噌
」
は
漬
物

の
類
な
り
)

荒
物

(藁
細
工

器
物
な
り
)

玉
子
場

(「玉
子
」
は
鶏

卵
な
り
、

「場
」
は
売

り
場
な
り
)

古
帳
売

(
「古
帳
」
は
破

れ
た
古
紙
、
再
生
紙
に

用
う
。

そ
の
形
整

え
る
も
の
は
、
商

店
に
与
え

て
器
物
を
包

む
)

御
入
歯

(歯
を
作

る
、
ま
た
西

洋
式
な
り
)

吾
妻
橋

(「吾
妻
」
は
地
名
)

大
安
売

(値
引
き
し
て
売
る
、
買
う
者

の
心
に
安
ら
か
な
る
を
言
う
な
り
)

張
氏

の
記
述
や
解
説
に
は
ま
じ
め
に
日
本
の
言
葉
を
研
究
し
よ
う
と

す
る
態
度
が
現
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
中
国

士
人

の
日
本
漢
語
を
理
解
す
る
方
式
を
示
し
て
も
い
る
。

張
斯
桂

の
記
載
と
よ
く
似
た
も
の
に
、
光
緒
十
五
年

(
一
八
八

ハ　

ね

九
)
に
刊
行

さ
れ
た
葉
慶
願
の
訪
日
紀
行

文

「策
薫
雑
掠
」
が
あ

る
。
そ
の
な
か
の

「事
物
異
名
」

の
中

に
、

=
二
〇
の
日
本
語
名
詞

が
並

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
左

に
挙
げ
る
。

時
計
師

(時
計
職
人
)

棲
具
師

(表

具
職
人
)

仮
皇
居

(仮
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住
ま

い
の
皇
居
)

坊
主

大
工

(大
工
)

左
官

(壁
塗
り
職

人
)

支
配
人

(経
営
責
任
者
)

両
替
屋

(小
銭
に
両
替
す
る

所
)

大
問
屋

(卸
商
店

)

質
家

(質
屋
)

雪
隠

(厨
)

佃

煮

(醤
油
、
砂
糖
、
海
苔

を
加
え
て
小
魚
や
貝
を
煮
た
も
の
)

寒
天

(寒
天
、
西
洋
式

の
食
品
)

天
麩
羅

(日
本
式

の
揚
げ

物
)

海
老

(え
び
)

婁
斗

瓦
斯
灯

蒸
気
車

硝
子

(ガ

ラ
ス
)

燧
木

(
マ
ッ
チ
)

畳

(タ
タ
ミ
)

国
立
銀
行

屏

ム
ヨ
　

風
師

な
ど

葉
慶
願

は
、
日
本
は
漢
字
を
使

い
大
量

の
漢
語
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
含

ま
れ
る
意
味

は
往
々
に
し
て
中
国
と
は
違
う
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

す
な
わ
ち
、
言
う
と

こ
ろ
の

「日
本
は
我
が
国
と
同
文
で

は
あ
る
が
、
解
し
方
は
殊

(
こ
と
)
な
る
」。
そ
れ
で
そ
う

い
う
言

葉
に
つ
い
て
字
面
を
見
て
意
味
を
考
え
て
は
い
け
な
い
と
し
て
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
と
中
国
と
は
、
地
は
同
州
に
し
て
書
は
同
文
な
れ
ば
、

事
物

の
名
を
称
す
る
に
ま
さ
に
従
同
な
る
べ
し
と
し
て
、

い
ず

ハ　
　

く
ん
ぞ
知
ら
ん
樽
鵬
を
人
と
し
伏
猟
を
伏
臓
と
す
る
誤
り
な
る

を
。
多
く
の
似
て
非
な
る
も
の
に
会
う
度
に
、
人
を
し
て
索
解

し

て
得
ざ
ら
し
む
。
し
ば
ら
く
習
知
す
る
類
の
も
の
を
挙
げ
て

ハァ
　

ロき
ね

之
を
録
存
し
、
禁
を
問

い
俗
を
問
う
者
に
権
輿
を
な
さ
ば
、
あ

る

い
は
小
助
な
か
ら
ざ
ら
ん
、
と
云
う
。

前

に
あ
げ
た

=
二
〇

の
語
彙
は
、

こ
の
類

の

「同
文

で
は
あ
る

が
、
解

し
方
は
殊

(
こ
と
)
な
る
」
日
本

の
名
詞
で
あ
る
。

ハ　
　

一
八
八
七
年
か
ら

一
八
八
九
年
に
総
理
国
事
衙
門
に
よ

っ
て
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
傅
雲
龍
は
、

「游
歴
日
本
図
経
」
お
よ

バリ
　

び

「游
歴
日
本
図
経
余
記
」
を
書

い
た
。
そ

の

「余
記
」
の
ほ
う
に

次
の
よ
う
な
日
本
の
名
詞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

大
審
院

裁
判
所

内
閣

銀
行

金
庫

国
債

議
員

協

会

主
任

幹
事

技
師

課
長

定
員

巻
揚
機

中
将

大
佐

(「上
校
」
に
あ
た
る
)

憲
兵

工
兵

軍
曹

(下
士
官

の

一
、
「中
士
」
に
あ
た
る
)

警
察

図
書
館

幼
稚
園

運

動
会

体
操

物
理

衛
生

公
園

学
科

解
剖

統
計

写
真

博
士

教
授

教
諭

(中
学
校
教
師
)

反
射

風
琴

清
酒

(日
本
の
ア
ル
コ
ー
ル
度

の
低
い
発
酵
酒
)

麦
酒

(ビ
ー

ル
)

手
洗
所

(厩
)

化
粧

郵
船

保
険

電
灯

電
話

人
力
車

こ
の
ほ
か
に
、
日
本

の
漢
字
音
に
よ

っ
て
音

訳
さ
れ
た
少
数
の
言
葉

が
あ
る
。
曹
達

(ソ
ー
ダ
)

瓦
斯

(都
市
ガ
ス
)

一
八
七
七
年
か
ら

一
八
八
二
年

に
駐
日
公
使
館

の
参
事
官
に
任
じ

た
黄
遵
憲
の
著
書
で
あ
る

『
日
本
国
志
』

(
一
八
八
七
年
成
立
、

一

八
九
五
年
刊
行
)
は
、
明
治
維
新
以
後
に
作

ら
れ
た
大
量
の
漢
字
新

語
を
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
左

の
よ
う

で
あ
る
。

社
会

国
体

立
憲
政
体

国
旗

共
和

封
建
制

国
会

議
院

政
党

共
和
党

自
由
党

民
主
党

立
憲
党

主
義

憲
法

内
閣

総
理

議
長

議
員

総
裁

投
票

解
放

清朝末、民国初期 新語の自国流入に対する中国人学者の態度g9



進
歩

権
限

民
権

法
律

民
法

刑
法

法
廷

予
審

公
判

保
釈

国
民
軍

中
将

常
備

後
備

士
官
学
校

操

練
場

徴
兵
令

警
部

警
察

交
番

(警
察
官

の
詰

め

所
)

巡
査

消
防

銀
行

証
券

会
社

製
造
所

(工
場
)

紡
績
所

造
幣
場

紙
幣

綿
織
物

市
場

統
計

会
計

建
築

経
費

金
額

規
模

印
紙

料
理
屋

知
識

博
物

館

学
科

生
物
学

政
治
学

芸
術

小
説

課
目

訓
導

教
員

公
立

私
立

師
範
学
校

幼
稚
園

公
園

郵
便
局

印
刷
局

記
者

雅
楽

和
歌

三
味
線

能

猿
楽

落
語

体
操

相
撲

衛
生

洋
服

鏡
餅

雑
煮

昆
布

淡
巴
菰

畳

(タ
タ
ミ
)

蒲
団

写
真

参
観

祇
園
祭

稲
荷
祭

宗
教

神
道

競
馬

広
場

一
八
九
六
年
以
前

に
日
本
を
訪
れ
た
中
国

の
士
人
は
、
た
だ
日
本

の
新
名
詞
を
紹
介
し
た
だ
け
だ
と
言
う
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

一
八
九
六
年
以
降
日
本
の
新
名
詞
が
大
量
に
中

国
に
流
入
す
る
に
伴

っ
て
、
こ
う
し
た
新
名
詞
を
使
用
す
る
こ
と
は

中
国
人

(知
識
人
を
は
じ
め
と
す
る
)
の
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
言
語

的
実
践
だ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
相
当
多
く
の
士
人

は
こ
の

こ
と
に
対
し
て
自
覚
的
に
あ
る
い
は
無
自
覚
的
に
歓
迎
し
受

け
入
れ
る
態
度
を
取

っ
た
。
梁
啓
超
は
、
す
な
わ
ち
新
語
受
け
入
れ

派
の
代
表
的
人
物
で
あ

っ
た
。ハけ
　

一
八
九
六
年
、
刑
部
左
侍
郎

の
李
瑞
棊
は

「学
校
を
推
広
し
、
訳

局
、
報
館

の
設
立
を
奏
請
す
る
」
上
申
書
を
提
出
し
て

「己
を
知
り

彼
を
知

る
は
、
そ
の
首

(は
じ
め
)
は
訳

書
に
あ
り
」
と
し
て
い

る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
奏
上
書
は
梁
啓
超
の
手
に
よ

っ
て
書
か

ハレ

ね

れ
た
も
の
か
ら
出
た
。

一
八
九
七
年
、
梁
啓
超
は

『時
務
報
』
に
連

載
し
た

「変
法
通
義
」

の
第
七
章

「訳
書
を
論
ず
」
の
な
か
で
、
新

語
を
作
り
出
す
こ
と

の
緊
急
性
を
強
調
し
、
日
本
で
の
訳
語
名
詞
を

参
考
に
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
年

の

一
〇
月
、
梁
氏

は

ハロ
　

『時
務
報
』
に
発
表
し
た

「大
同
訳
書
局

の
例
を
叙
ぶ
」

に
お
い

て
、
冒
頭
か
ら
声
高
に

「訳
書
は
真

に
今
日

の
急
図
そ
や
」
と
趣
旨

ハれ
　

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
そ
の
訳
書
の
方
針
は

「東
文
を
も

っ
て

主
と
な
し
、
西
文
を
も

っ
て
輔
と
な
す
。
政
学
を
も

っ
て
先
と
し
、

之
に
次
ぐ
に
芸
学
を
も

っ
て
す
」
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
こ
で

す
で
に
そ
の
後
十
余
年

の
中
国
に
お
け
る
訳
業
の
基
本
方
向
を
示
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

戊
戌
の
政
変
後
梁
啓
超
は
日
本

へ
亡
命
し
、
日
本

の
書
籍
の
翻
訳

を
提
唱
し
続
け
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
著
述

の
中
で
日
本

の
名
詞
や
日
本
語
文
の
使

い
方
を
広
く
用
い
て
影
響
力
豊
か
な

"新

文
体
"
を
作
り
出
し
た

(世
に
言
う

"啓
超

体
"
)。
梁
氏
は
二
〇
世

紀

の
二
〇
年
代

に

「清
代
学
術
概
論
」

の
中

で
、
自
分
が
中
心
に

な

っ
て
横
浜
で

一
九
〇
二
年
以
後
刊
行
し
た

『新
民
叢
報
』
お
い
て

形
成
さ
れ
た
文
体

の
概
略
を

こ
う
述

べ
て
い
る
。

幼
年
よ
り
文
を
為

(
つ
く
)
る
に
晩
漢
魏
晋
を
学
び
て
、
す
ご

　
お
ロ

ぶ
る
衿
練
を
尚

(と
う
と
)
ぶ
。
是
に
至
り
て
自
ら
解
放
し
努

め
て
平
易
暢
達
た
ら
ん
と
し
、
時
に
雑

(ま
じ
)
う
る
に
僅
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語
、

韻
語
、
及
び
外
国
語
法
を
以

っ
て
し
、
筆
を
縦

(ほ
し
い

ハ
ぬ

ま

ま
)
に
し
て
検
束
せ
ざ

る
に
至
る
。
学
者
も
寛

(
つ
い
)
に

之

に
効

(な
ら
)
い
て

"
新
文
体
"
と
号
す
。

梁
氏

の

「条
理
明
晰
に
し
て
筆
鋒
常
に
感
情
を
帯
び
、
読
者
に
対

す
る
や
別

に

一
種
の
魔
力
有
る
」
"新
文
体
"
は
、
そ

の
特
徴

の

一

つ
で
あ

っ
て
、

つ
ま
り

「好
む

に
日
本
語
句

を
文

に
入
る
を
以

っ

て
」
し
、
ま
た
日
本
語
文
法
を
参
考
に
し
て
日
本
式

の
気
分
を
注
ぎ

込
む
も

の
で
あ
る
。
彼
は

一
九
〇
二
年
に

「新
民
の
説

・
進
歩
を
論

ず
」

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
指
摘

し
た
。

社

会
の
変
遷
は
日
に
繁
く
、
そ
の
新
現
象
新
名
詞
は
必
ず
日
に

出

ず
、
或
い
は
積
累
に
よ
り
て
得
、
或
い
は
交
換
に
よ
り
て
来

る
。
…
…

一
つ
の
新
名
物
、
新
意
境
出
れ
ば
、
即
ち

一
つ
の
新

文

字
有

り

て
之

に
応
ず
。
新

と
新
相
引

き
、
而

し

て
日

に

ム
イ
　

進

む
。

梁
氏

が

一
九
〇

二
年

に
刊
行

し
た

「政
府

と
人
民

の
権
限
を
論

ず
」

の
中

の

一
段
を
例
と
し
て
と
る
と
、
そ
こ
に
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
日
本

の
新
語
と
文
章

の
日
本
的
気
分
が
見
ら
れ
る
。

人
民
を
重
視
す
る
者
は
、
国
家
は
人
民

の
結
集
体
に
過
ぎ
ず

国
家

の
主
権
は
即
ち
個
人

二

人

の
人
を
謂
う
な
り
)
に
在
り

と
謂
う
。
そ
の
説

の
極
端
な
る
こ
と
人
民

の
権
を
無
限
な
ら
し

め
、
そ
の
弊
や
無
政
府
党

に
陥
り
国
民
を
率

い
て
復
た
野
蛮
に

帰

す
。
政
府
を
重
視
す
る
者

は
、
政
府
な
る
者

は
国
家

の
代
表

な
り
、
国
家

の
意
志
を
活
用
し
之
を
実
に
現
わ
し
む
る
な
り
、

故

に
国
家

の
主
権
は
即
ち
政
府
に
在
る
と
謂
う
。
そ
の
説

の
極

端
な
る
こ
と
政
府
の
権
を
無
限
な
ら
し
め
、
そ
の
弊
や
専
制
主

義

に
陥
り
、
国
民
を
困
し
て
永
く
文
明

に
進

む
を
得
ざ
ら
し

む
。
故
に

一
の
完
全
至
善
の
国
家
を
構
成
す
る
に
必
ず
政
府
と

人
民
の
権
限
を
明
ら
か
に
す
る
を
以

っ
て
第

一
義
と
為
す
。

わ
ず

か
百
余
言

の
間
に

「結
集
体
、
主

権
、
個
人
、
極
端
、
無

限
、
無
政
府
党
、
国
民
、
野
蛮
、
重
視
、
代

表
、
活
用
、
意
志
、
専

制
主
義
、
文
明
、
構
成
、
権
限
、
第

一
義
」
な
ど
な
ど
の

"
日
本

の

新
名
詞
"
が
現
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
何
度

も
使
わ
れ
て
い
る
新
語

も
あ
る

(極
端
、
主
権
、
国
民
、
無
限

の
よ
う
に
)。

こ
の
種

の
大
量
に
日
本

の
新
名
詞
を
取
り
入
れ
た
書
き
方
は
、
清

朝
末
期
の
文
語
文
体
文
に
広
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

一
九
〇
三
年
に

出
版
さ
れ
た

「新
爾
雅
」
で
あ
る
が
、
そ
の

「釈
政
」
の
中

の

一
段

の
話
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

国
家
を
以

っ
て
人
格
有
る
と
す
る
者

は
、
蓋
し
国
家
を
擬
す

る
に
人
を
以

っ
て
す
る
な
り
。
国
家
は
権
利
義
務

の
主
体
た
り

て
、
故
に
人
格
を
有
す
。
国
家
は
臣
民

に
対
し
て
権
利
を
有
し

義
務
を
有
す
、
外
国
に
対
し
権
利
を
有

し
義
務
を
有
す
、
こ
れ

国
家

の
権
利
義
務
の
主
体
た
る
所
以
の
も
の
は
人
格
を
備
有
す

れ
ば
な
り
。

数
十
字

の
中

に
、
「人
格
、
権
利
、
義
務

、
主
体
」
な
ど

の
日
本

の
新
語
が
次
々
と
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
借

り
て
中
国
人
に
対
し
て

全
く
新
し
い

"
国
家
"
と

い
う
概
念
を
紹
介

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
新
語
を
運
用
し
て
新
た
な
文
化
を
研
究
し

考
え
る
こ
と
の
端
緒
を
実
際
的
に
開
く
も

の
で
あ

っ
た
。
五
四
運
動

の
時

期

に
な

っ
て
、
"
科
学
、
民
主
、
自
由
、
文
化
、
文
明
、
女

権
、
理
想
、
宗
教
、
社
会
、
共
和
、
美
術
"
な
ど
の
新
た
な
名
詞
な

ど
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
新
文
化

の
精
義
を
世
に
送
り
出
す

こ
と

は
、
さ
ら
に
時
代
の
風
尚
と
な

っ
た
。

二

抵
抗
と
疑
問

西
洋

の
新
語
が
中
国
に
流
入
す
る
の
は
、
明
朝
末
期
か
ら
の
こ
と

で
す

で
に
三
百
年
の
時
を
経
て
い
た
が
、

一
八
九
六
年
に
至
る
ま
で

は
ず

っ
と
そ
の
力
に
は
限
度
が
あ
り
人
々
か
ら
重
要
視
さ
れ
る
こ
と

は
ま
だ
な
か

っ
た
。
孫
家
辮
は
光
緒

二
十
二
年

(
一
八
八
六
)

に

「京
師
大
学
堂
を
復
た
開
辮
す
る
を
議
す
る
書
」
を
奏
上
し
た
が
、

京
師
同
文
館
や
各
省

の
広
方
言
館
な
ど

の
外
国
語
学
校

の
機
能

は

カ
　

「文
字
語

言
に
斤
斤
す

れ
ど
も
、
そ

の
量
を
充
た
す
に
数
十

の
訳
旙

人
才
を
得
る
に
過
ぎ
ず

し
て
止
む
」
と
称
し
て
、
外
来
語
の
流
入
に

対
し
て
問
題
に
す
る
に
足
り
な

い
と
す
る
態
度
が
相
当
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
八
九
六
年

以
降
、
日
本

の
新
名
詞
が
ど

っ
と
入
り
込
む

に
し
た

が
っ
て
、
伝
統

的
な
言
葉

の
扱

い
を
己
の
命
の
綱
と
見
る
士

大
夫
階
級
は
ひ
ど
く
恐
れ
を
な
し
て
、

つ
い
に
は
行
動
を
起
こ
し
て

こ
れ
を
食

い
止
め
よ
う
と
し
た
。

張
之
洞
は
、
日
本
遊

学
と
日
本

の
書
籍
を
広
く
翻
訳
す
る
こ
と

の

重
要
な
提
唱
者

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

「日
本

の
新
名
詞
」
を
導
入
す

る
こ
と

の
道
を
開

い
た
者

で
も
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「遊

学
」
と

「広
訳
」
の
も
た
ら
す
必
然
的
な
結

果
と
し
て
新
た
な
語
彙

と
そ
の
言
葉
が
担
う
新
た
な
思
想
が
大
挙
し

て
中
国
に
入
る
に
お
よ

ん

で
、
張
之
洞
は
か
え

っ
て
嫌
悪
と
抵
抗

の
気
持
ち
が
ぐ

っ
と
生

　　
り

じ
、

こ
と
わ
ざ
に
言
う

「葉
公
龍
を
好
む
」
式

の
窮
態
を
体
現
す
る

羽
目
に
な

っ
た
。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
張
氏
の
言
う

「中
学
を
体
と
為

し
、
西
学
を
用
と
な
す
」
と
い
う
文
化
的
モ
デ

ル
の
持

つ
矛
盾

の
現

れ
で
あ

っ
た
。

一
九
〇
三
年
、
張
百
煕
や
張
之
洞
ら
は

「学
堂

の
章
程
を
定
め
る

奏
」

(こ
れ
が
す
な
わ
ち

"癸
卯

の
学
制
"

で
あ
る
)
を
擬

し
た
。

そ
の
章
程

の

「学
務
綱
要
」
に
は
わ
ざ
わ
ざ

「外
国

の
言
わ
れ
な
き

名
詞
の
襲
用
を
戒
め
、
も
っ
て
国
文
瑞
士

の
風
を
存
す
」
る
条
項
を

設
け
、
外
来
語

(特
に
日
本

の
名
詞
)
に
対
し
て
討
伐

の
声
を
張
り

上
げ
て
い
る
。

近
日
の
少
年
の
風
気
、
毎

(
つ
ね
)
に
文
字

の
間
に
外
国

の

名
詞
諺
語
を
襲
用
す
る
を
喜
ぶ
に
、
団
体
、
国
魂
、
膨
張
、
舞

台
、
代
表
等

の
如
き
字

は
固
よ
り
雅

馴
を
欠
く
。
即
ち
、
犠

牲
、
社
会
、
影
響
、
機
関
、
組
織
、
運
動
な
ど

の
字
は
皆
中
国

に
習
見
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
な
れ
ど
も
、
取
義
は
中
国
の
旧
解

と
週
然
と
し
て
同
じ
か
ら
ず
、
迂
曲

し
て
暁

り
が
た
し
。

ま

た
、
報
告
、
困
難
、
配
当
、
観
念
等
の
字
は
、
意
は
解
す
べ
く

も
、
然
し
て
此

の
字
を
必
需
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
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張
之
洞
ら

は
道
を
守
る
も
の
の
口
ぶ
り
で
警
告
を
発
す
る
。

お
お
よ
そ
文
字
に
怪
異
を
務
求
す
る
人
は
必
ず
邪
僻
の
士
に

か
か
る
。
文
化
は
既
に
壊
た
れ
、
士
風
之
を
固
む
。
…
…
も
し

中
外

の
文
法
、
雑
繰
を
参
用
し
て
之
を
久
し
う
す
れ
ば
、
必
ず

漸
く

ま
さ
に
中
国
の
文
法
は
字
義
は
尽
き
行
は
改
変
せ
ら
れ
ん

と
す
。
恐
ら
く
は
中
国
の
学
術
風
教
は
ま
た
ま
さ
に
之
に
随

い

て
倶

に
亡
び
ん
と
す
。

張
氏
ら
は
言
葉
を
励
ま
し
て
新
語
を
排
斥
し

「中
国

の
学
術
風
教

は
ま
た
ま
さ
に
之
に
随
い
て
倶
に
亡
び
ん
と
す
」
る
よ
う
な
事
態
に

な
る
と
言

う
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
自
身
も
正
面
か
ら
襲
来
す
る
潮

の

よ
う
な
新
語
を
避
け
る
方
法
は
な
か

っ
た
。
張
之
洞
本
人
の
論
著
な

ど
は
文
辞

が
古
雅

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
外
来
語
を
使

っ
て
い
る
。

　に
り

そ
の

「勧

学
篇
」

の
中
に
は

「牧
師
、
剛
巴
度
、
上
下
議
院
、
自
由

党
、
代
数

、
対
数
、
化
学
」
な
ど

の
新
語
が
使
わ
れ
て
い
て
、
新
語

が
作
り
出

す
強
大
な

"磁
場
"
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
難
し
い
と

い

う
窮
状
が
常
に
言
葉

の
表
に
あ
ふ
れ
出
て
い
る
。
江
庸

の

「趨
庭
随

ハね
　

筆
」
に
よ
れ
ば
、
張
氏
は
晩
年
に
体
仁
閣
大
学
士

に
任
じ
学
部
を
兼

ね
管
し
た
が
、
心
を
決
め
職
権
を
利
用
し
て
日
本

の
名
詞
が
中
国
で

氾
濫
す
る

の
を
食

い
止
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の

「随
筆
」

に
は
張
氏

に
つ
い
て
迫
真

の
描
写
が
あ
る
。

ハハ
リ

凡

そ
奏
疏
公
績
に
新
詞
を
用
う
る
者
有

ら
ば
、
輻
ち
筆
を

以

っ
て
之
を
抹
す
。
且

つ
そ
の
上
に
書
し
て
曰
く

"
日
本
名

詞

"
と
。
後

に

「名
詞
」

の
両
字

は
即
ち
新
名
詞
な
る
を
悟

り
、
乃
ち

"
日
本
土
話
"
と
改
称
す
。

「随
筆
」
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

当
時
学
部
は
小
学
校
教
員
を

「検
定
」
す
る
規
定
を
頒
布
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
が
、
張
氏
は

「検
定
」
の

一
語

が
日
本
よ
り
来
た
も

の
で
あ

っ
た
の
で
別

の
語
に
置
き
換
え
よ
う
と

し
て
思
う
に
ま
か
せ

ず
、
あ
れ
こ
れ
考
え
直
し
た
あ
げ
く

つ
い
に
そ

の
規
定

は
棚
上
げ
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。

同
類

の
話
は
ほ
か
の
随
筆
や
小
説
に
も
見
ら

れ
る
が
、
そ
の

一
つ

な
ど
は
こ
ん
な
こ
と
ま
で
言

っ
て
い
る
。
張
氏

は
学
界
が

"
日
本
の

新
名
詞
"
を
濫
用
す
る
の
を
力
を
込
め
て
禁

じ
る
た
め
に
文
を
作

っ

て
言

っ
た
。

如
し
佳
句
有
ら
ば
、
鶏
舌
を
含
ま
ず
し

て
亦
た
香
ば
し

尽
く
新
詞
を
去
ら
ば
、
馬
肝
を
食
ら
わ
ず

し
て
知
味
を
為
す

新
名
詞
を

「鶏
舌
」
や

「馬
肝
」
な
ど
の
立
派

な
食
膳
に
は
上
が
る

こ
と
の
な
い
く
ず

の
食
材
に
た
と
え
て
、
そ

う
い
う
言
葉
を
使
わ
な

け
れ
ば
、
文
章
は
さ
ら
に
香
り
や
味
わ

い
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
し

た
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
張
之
洞
は
部
下
の

文
書
中
に

"取
締
、
報
告
"
な
ど
の
た
ぐ

い
の
日
本
の
名
詞
が
あ
る

と
心
に
反
感
を
生
じ
て
憤
激

の
筆
を
振
る
い
、
こ
う
し
た
新
名
詞
は

「も

っ
と
も
痛
恨
す
べ
し
」
と
批
判
し
た
。

そ
れ
を
承
服
で
き
な

い

部
下
は
返
事
を
書
き
、
「
"名
詞
"
も
日
本

の
新

語
な
り
。
更
に
痛
恨

す
べ
し
」
と
や
り
か
え
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
時
の
人
が
い
い
か
げ

ハ　
り

ん
に
書

い
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
部
下

の
者

は

"中
堂
大
人
"
に
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逆
ら
っ
て
こ
の
よ
う
に
頭
突
き
を
食
ら
わ
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
ま
ず

よ
う
し
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
張

氏
が
新
名
詞
を
嫌
悪
し
な
が
ら
、
嫌

っ
て
も
捨

て
が
た
い
矛
盾
し
た

状
態
に
あ

る
の
を
表
現
し
た
も
の
で
、
か
え

っ
て
歴
史

の
真
実
を
写

す
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

新
し
い
名
詞
を
嫌
悪
す
る
こ
と
は
、
古

い
人
物

の
通
例
だ
と
言
う

ハお
　

こ
と
が
で
き
よ
う
。
清
朝
末
期
に
練
兵
大
臣
、
軍
機
大
臣
、
陸
軍
部

尚
書

〔国
務
大
臣
〕
に
任
じ
た
こ
と
の
あ
る
鉄
良

(
一
八
六
三
-

一

九
三
八
)
、
東
三
省

〔現
在

の
中
国
東
北
部
〕
総
督
に
任
じ
た
こ
と

　ね
り

の
あ

る
錫

良
に
も
似
た
よ
う
な
話
が
あ
る
。

「新
燕
語
」
に
次

の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

新
名
詞
に

"改
良
"
な
る
二
字
有
り
。
衆
皆
習

い
て
口
頭
禅

と
な
す
。
昔
年
、
鉄
良
陸
軍
部
に
長
た
り
し
と
き
某
司
員
有
り

て
、
陳
説
し
て
軍
械
す
べ
か
ら
く
改
良
す
べ
し
と
言
う
。
鉄
良

日
く

「お
ま
え
さ

っ
き
な
ん
と
言

っ
た
?
」
某
惧
れ
て
謝
罪
せ

り
。

近
ご
ろ
人
の
言
う
を
聞
く
に
東
督

の
錫
良
ま
た
こ
の
二
字

を
最

も
悪
み
、
人
有
り

て
提
及
す
れ
ば
錫
必
ず
之
を
斥

(し

か
)
り
て
曰
く

「何
の

"良
"
を

"改
"
め
る
の
だ
?

い
っ

ム
　
　

そ
お
れ

(良
)
を

"改
"
め
り
ゃ
済
む
だ
ろ
う
が
」
。

"改
良
"
は
日
本
で
明
治

の
こ
ろ
に
流
行
語
で
あ

っ
た
。
「衣
服
の

改
良
」

「社
会
の
改
良
」
「飲
食

の
改
良
」
「新
薬

の
改
良
」
と
い
っ

た
フ
レ
ー
ズ
が
書

い
た
も
の
に
も
話
し
言
葉
に
も
広
く
見
ら
れ
た
。

こ
の
新
語

は
清
朝
末
期

に
日
本
の
書
籍

の
漢
訳
と
と
も
に
中
国
に
伝

え
ら
れ
、
国
粋

の
気
分
濃
厚
な
る

一
部

の
人
士
の
神
経
を
い
た
く
刺

激
す
る
力
を
相
当

に
持

っ
た
。
西
洋
の
言
葉

に
精
通
す
る

一
方
思
想

的
に
は
守
旧
的

で
あ

っ
た
皐
鴻
銘

(
一
八
五
七
-

一
九

二
八
)
も
、

"
改
良
"
に
対
し
て
大

い
に
非
難

の
声
を
上
げ

た
こ
と
が
あ
る
。
凋

友
蘭
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
睾
氏
は

一
九

一
九
年
九
月
に
北
京
大
学
の

始
業
式
で
こ
う
言

っ
た
。

現
在
人

の
作

る
文
章
は
ど
れ
も
意
味

が
通
ら
な

い
。
彼
ら
が

使
う
名
詞
が
わ
か
ら
な

い
の
だ
。
例
え
ば

"改
良
"
し
よ
う
と

言
う
。
以
前

の
人
は
皆

"従
良
"
と
言

い

"改
良
"
と
は
言
わ

な
か

っ
た
。
既
に

"良
"
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
な
の
に
何

を

"改
"
め
る
と

い
う
の
か
。
"
良
"
を

"改
"
め
て

"
娼
"

ム
　
　

に
す
る
と

い
う
の
か
。

そ
の
実
、
事
氏

の

"改
良
"
と

い
う
新
語

に
対
す
る
攻
撃
は
全
く

の
と

こ
ろ
こ
じ

つ
け
で
あ
る
。
"改
良
"
と

い
う
言
葉

は
動
補
構
造

を
持

つ
語

で
、
前
に
あ
る

"改
"
は
動
詞
で
あ
り
後

ろ
の

"良
"
は

前

の
動
詞
を
補

っ
て

"改
"
の
方
向
を
示
し

て
い
る
。
"
改
良
"
は

文
法
的
に
特

に
誤
り
は
な
く
理
解
も
し
や
す

い
。
皐
氏
が

"改
良
"

の
語
義
を
歪
曲
し
て
ひ
ど
く
嘲

っ
て
い
る
の
は
、
彼

の
新
語
に
対
す

る
抵
抗
感
や
反
感
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
新
語
の
正
当
性

を
損
な
う
こ
と
は
な
く
そ
れ
を
使
う
こ
と
が
流
行
す
る
の
阻
む
こ
と

も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

清
朝
末
期

の
新
名
詞
を
拒
絶
し
た
人
々
の
中
に
は
、
"新
名
詞
"

と

"革
命
党
"
("新
党
"
と
も
称
し
た
)
と
を
結
び

つ
け
て
ま
と
め
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ハお
り

て
攻
撃
す

る
も
の
も
あ

っ
た
。

一
九
〇
四
年

『東
方
雑
誌
』
第

=

号
に
発
表

さ
れ
た

「今
日
の
新
党

に
よ
る
新
名
詞
の
利
用
」
と
い
う

文
章
な
ど

は
そ
の
代
表
的
な
例

で
あ
る
。
そ
の
文
章
は
こ
う
言
う
。

ハ　
り

庚

子
よ
り

の
ち
、
訳
事

日
に
興

(さ
か
)
ん

に
し
て
、
是

(
こ

こ
)

に
吾
国

の
青
年
各

々
数
種

の
新
名

詞
を
拾

い
て
、

ハリ
リ

以

っ
て
営
私

の
具
と
な
す
。
事
を
慮
す
る
に
周

(あ
ま
ね
)
か

ら
ず
、
率
意
に
し
て
軽
挙
す
。
そ
の

一
時

の
興
会
を
逞

(た
く

ま
)

し
く
し
信
用
を
捨
て
て
顧
み
ず
。
苛

(い
や
し
)
く
も
是

を
責

む
れ
ば
、
即
ち
冒
険
す
る
な
り
と
言
う
。
こ
れ
利
用
を
可

と
す

る
者

の

一
な
り
。
学
問
は
寡
随

に
し
て
志
趣
は
卑
汚
な

ハふ
り

り
。

通
人
達
士
に
歯
せ
ら
れ
ず
、
已
む
を
得
ず
し
て
日
に
二
一二

ま
　

の
無

頼
、
四
五
の
流
眠
と
相
徴
逐
す
。
苛

(
い
や
し
)
く
も
是

を
責

む
れ
ば
、
即
ち
下
等
社
会

に
運
動
す
る
な
り
と
言
う
。
ま

た
人

類
の
平
等
な
り
と
言
う
。

こ
れ
利
用
を
可
と
す
る
者
の
二

な
り
。

一
時

の
風
潮
を
　

(お
)
い
て
、
慷
慨
激
烈
な
り
し
が

お
　

瞬
間

を
転
ぜ
ず
し
て
頽
然
と
し
て
喪

(う
し
な
)
う
如
し
。
自

ら
冷

血
動
物
た
る
に
居
る
。
苛

(い
や
し
)
く
も
是
を
責
む
れ

ば
、
即
ち
平
和
を
手
段
と
す
る
と
言
う
。

こ
れ
利
用
を
可
と
す

ロ　
ロ

る
者

の
三
な
り
。
利
禄
に
熱
心
に
し
て
朝
貴

に
諮
事

(
て
ん

じ
)

し
、
気
節

は
講

(か
ま
)
わ
ず
、
廉
恥
有

る
な
し
。
萄

(
い
や
し
)
く
も
是
を
責
む
れ
ば
、
即
ち
官
場
を
運
動
す
る
な

り
と
言
う
。
こ
れ
利
用
を
可
と
す
る
者

の
四
な
り
。
倫
紀
は
修

ハお
　

め
ず

天
性
は
酷
薄
、
父

に
色
を
作

(な
)
し
敢
え

て
杵
逆
を
為

す
。
荷

(
い
や
し
)
く
も
是
を
責
む
れ
ば
、
即
ち
家
庭
革
命
な

り
と
言
う
。
こ
れ
利
用
を
可
と
す
る
者

の
五
な
り
。
酎
歌
し
恒

　
　
　

舞
し
て
、
時
に
巫
風
と
謂

い
、
鄭
楽
し
秦
声
す
る
も
い
ず
く
ん

ぞ
同
調
と
称
せ
ん
や
。
し
か
る
に
彼
即
ち
百
事
を
廃
棄
し
て
日

に
劇
場

に
流
連
し
、
以

っ
て
観
戯
は
ま
た
吾
が
党

の
要
事
な
り

と
し
て
顔

に
稽

(す
ご
)
し
も
作

(
は
じ
)
ら
わ
ず
。
筍

(
い

や
し
)
く
も
是
を
責
む
れ
ば
、
即
ち
戯
曲
の
改
良
を
謀
り
音
楽

の
改
良
を
謀
る
な
り
と
言
う
。

こ
れ
利
用
を
可
と
す
る
者

の
六

な
り
。
豊
衣
美
食
し
て
大
厘
に
安
居
し
、
身
本

(も
)
と
貧
賎

な

る
に
乃
わ
ち
独

り
そ

の
素

を
行
わ

ず
、
偶

に
小
苦

を
茄

(く
)
え
ば
是
を
捨

つ
る
こ
と
挽

(け
が
れ
)
の
ご
と
し
。
荷

(
い
や
し
)
く
も
是
を
責
む
れ
ば
、
即
ち
衛
生

に
適

(あ
)
わ

ざ
る
な
り
と
言
う
。

こ
れ
利
用
を
可
と

す
る
者
の
七
な
り
。
千

年

の
礼
法
は
男
女
を
弁
別
す
る
に
、
今

や
堤
を
潰

(こ
ぼ
)
ち

防
を
決
し
各
々
そ
の
獣
行
を
逞
し
う
せ
ん
と
思
う
。
文
明
の
万

事
は
均

(ひ
と
)
し
く
及
ぶ
に
暇

(
い
と
ま
)
あ
ら
ず
し
て
首

(は
じ
め
)
に
結
婚
を
議
す
。
筍

(
い
や

し
)
く
も
是
を
責
む

れ
ば
、
即
ち
婚
姻

の
自
由
な
り
と
言
う
。
こ
れ
利
用
を
可
と
す

る
者

の
八
な
り
。

…
…
未
だ
新
学
あ
ら
ざ
れ
ば
な
お
旧

(ふ

る
)
き
の
守
る
べ
き
有

る
が
如
し
。
既

に
新
学
あ
れ
ば
、
並
び

て
こ
の
几

(
い
く
ば
く
)
か
の
微

(わ
ず
)
か
の
旧
き
は
之
を

蕩
亡
す
。
敦

(た
れ
)
か
近
来

の
風
気

進
歩

あ
る
と
謂
わ
ん

や
。
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こ
の
文

の
筆
者

は

「冒
険
、
下
等
社
会
、
人
類
平
等
、
冷
血
動

物
、
手
段

平
和
、
運
動
官
場
、
家
庭
革
命
、
戯
曲
改
良
、
適
干
衛

生
、
婚
姻
自
由
」
な
ど
の
日
本
か
ら
来
た
新
語
や
新
語
句
に
対
し

て
、

こ
れ

を
謁
し
こ
れ
を
刺
す
を
極
め
尽
く
し
て
能
事
と
し
、
結
局

利
己
的
な
悪
徳
文
人
の
す
る
こ
と
だ
と
決
め
付
け
て
い
る
。

一
九
〇
六
年
、
『東
方
雑
誌
』

の
第

一
二
号

に

「新
名
詞

の
流
入

と
国
民
道
徳

の
堕
落
と
の
関
係
」
を
表
題
と
す
る
文
章
が
発
表
さ
れ

た
。

こ
こ
で
は
さ
ら
に

"新
名
詞
"
が
国
民
の
精
神
的
堕
落
を
も
た

ら
し
た
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。

ハが
　

新
名
詞
を
輸
入
し
て
よ
り
、
中
国

の
学
者
は
そ
の
界
説
を
明

ら
か

に
せ
ず
、
わ
ず
か
に
そ
の
名
詞

の
外
延
に
拠
り
て
、
ま
た

そ
の
名
詞
の
内
容
を
察
せ
ず
。
是
に
よ
り
て
悪
を
為
し
非
を
為

す
者

は
均
し
く
新
名
詞
を
侍

(た

の
)

み
て
護
身

の
具
と
為

し
、
用

い
る
に
過
を
護
り
非
を
飾
る
を
以

っ
て
す
る
、
而
し
て

民
徳

の
堕

つ
い
に
窮
む
る
に
勝
え
ざ
る
者
あ
り
。

ハ
お
　

抵
力
、
圧
力

の
名
詞
は
物
理
学

の
恒
言
と
な
す
に
如
か
ず
。

乃
わ
ち
今

の
学
生
た
る
者
、
習

い
て
察
せ
ず
、
学
校
の
規
則
を

実
行
す
る
者
を
称
し
て
圧
力
と
為
し
、
生
徒
の
校
規
を
破
壊
し

師
長
を
抗
辱
す
る
者
を
称
し
て
抵
力
と
為
す
。
而
し
て
学
校

の

　　
　

風
潮

日
に
以
っ
て
多
し
。
守
旧
、
維
新

の
名
詞
は
報
章
中
の
慣

　ガ
　

語
な

り
。
今

の
自

ら
新
党
を
命
ず

る
者
、
空
疎
に
し
て
学
ば

ハが
　

ず
、
徴
実
の
功
を
施
す
を
欲
せ
ず
、
し
か
る
に
自
ら
そ
の
晒
を

文

(か
ざ
)
ら
ん
と
欲
す
る
。
是

(
こ
こ
)
に
於
い
て
古
を
滅

ぼ
す
を
以

っ
て
時
に
趨

(お
も
む
)
く
と
為
し
、
読
書
を
以

っ

て
無
用
と
為
す
。
而
し
て
中
国

の
国
粋
日
を
以
っ
て
亡
ぶ
。
惟

此
れ
の
み
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
合
群

の
如
き
は
強
国

の
基
な

　　
　

り
、
し
か
る
に
今

の
所
謂
合
群
な
る
も

の
、
則
わ
ち
朋
比
し
て

　な

好
を
為
す
。
乃
わ
ち
古
人
の
所
謂
阿
比

な
り
。
自
由

は
天
賦

の

権

な
り
、
而

し
て
今

の
所
謂
自
由

は
則

わ
ち
騨

(ほ
し
い
ま

ま
)
に
し
て
忌
揮
な
し
。
乃
わ
ち
古
人

の
所
謂
放
縦
な
り
。
且

つ
世

に
平
等

の
説
有
り
て
出
づ
、
し
か

る
後
狂
妄

の
民
之
を

以

っ
て
自
傲
自
驕

の
習
の
助
と
す
る
な
り
。
然
し
て
上
に
在
る

者

に
於
け
る
や
則
わ
ち
そ
の
降
尊
を
欲

し
、
下
に
在

る
者
に
於

け
る
や
則
わ
ち
そ
の
服
従
を
欲
す
。
共
産

の
説
有
り
て
出
づ
。

し
か
る
後
無
頼
の
民
侍
み
て
銀
財
を
欺
詐
す
る
の
用
と
為
す
。

…
…
是

の
新
名
詞
未
だ
入
ら
ざ
る
前
、
中
国
の
民
徳
尚
未
だ

消
亡
せ
ず
。
既
に
新
名
詞

の
輸
入
有
り
、
而
し
て
宗
教
は
畏
る

る
に
足
ら
ず
、
格
言
は
守
る
に
足
ら
ず
、
刑
章
は
憬

(お
そ
)

　ね
り

る
る
に
た
ら
ず
、
清
議
は
愚

(よ
)
る
に
た
ら
ず
、
勢
い
必
ず

天
下
の
民
を
率

い
て
尽
く
作
好
の
挙
を
な
さ
し
む
。
而
し
て
蕩

ハ　
　

検
逮
間
の
行

い
、
復
た
自
ら
引
き
て
差
ず

べ
き
と
せ
ず
。
殆
ど

萄
子
の
所
謂
名
を
資

(か
)
る
者

に
あ
ら
ず
や
?

そ
の
極
弊
を
推
す
に
、
実
に
亡
国
の
階
な
り
。
今
そ
の
失
を

求
め
ん
と
欲
す
る
に
、
そ
れ
惟
だ
新
名
詞

の
界
説
を
定
め
、
別

に
宗
教
を
創
新
す
る
の
み
!
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注
意

に
値
す
る
の
は
、
晩
期

の
清
朝

の
士
人
が
外
来
語
を
拒
否
す

る
の
は
多

く
が
民
族
主
義
的
感
情
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

国
粋
派

の
郡
実

(
一
八
七
七
1
?
)
に
は
こ
う
い
う
認
識
が
あ
る
。

今
の
人
の
国
を
滅
ぼ
す
は
、
そ

の
国
語
を
変
易
し
そ
の
国
文

を
擾

乱
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
無
声
に
し
て
無
臭
、
戦
わ
ず

し

て
已
に
人

の
国
を
埋

(ふ
さ
)
ぎ
、
人
の
種
を
妃

(こ
ぼ
)

　
フ
　

つ
。
此
れ
欧
米
列
強
の
以

っ
て
多
く
滅
国
す
る
新
法
な
り
。

章
太
炎

(
一
八
六
九

-

一
九
三
六
)
は
、

こ
う
指
摘
し
て
い
る
。

国
と
天
地
と
は
与

(と
も
)
に
立

つ
有
り
て
、
独
り
政
教

ハ
が
ね

飾
治
に
あ
ら
ざ

る
の
み
。
国
性
を
衛

(ま
も
)
り
種
族
を
類
す

ハ
　
　

る
者
は
惟
だ
語
言
歴
史
の
み
亟

(す
み
や
)
か
と
為
す
。

章
氏
は
言
う
。
"漢
種

の
歴
史
"
は
三

つ
の
項
目
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
第

一
は
す
な
わ
ち
言
葉
と
文
字

で
あ
る
と

(第
二
は

典
章

の
制
度

で
あ

り
、
第
三
は
人
物

の
事
跡

で
あ
る
)。
ま
さ

に

"漢
族
の
言
葉
"
を
守
る
と
い
う
角
度
か
ら
、
章
氏
は
外
来
語
に
対

し
て
警
戒

の
態
度
を
持

つ
よ
う
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

清
朝
晩
期
の
文
士
奨
増
祥

(
一
八
四
六
-

一
九
三

一
)
は
憂

い
を

湛
え
て
こ
う
言
う
。

　　
ロ

欧
風

の
人
を
酔
わ
す
の
に
比
来

す
れ
ば
、
中
学
は
凌
替
せ

り
。
更
に
二
十
年
を
経
ば
、
中
文
の
教
習
は
将
に
才
を
海
外

に

借

り
ん
と
す
。
吾
が
華

の
文
字

は
、
至
美

に
し
て
ま
た
至
難
、

バ　
　

故

を
以

っ
て
新
学
家
は
此
れ
を
舎

(す
)
て
て
彼
を
取
る
。

こ
の
文
章

の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
新
名
詞
の
氾
濫
は
必
ず
漢

文
化
の
中
絶
と
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

清
朝
晩
期

の
古
文
派

の
学
者

は
新
語
に
対
し
て
独
特
な
見
方
を

持

っ
て
い
た
。
桐
城
派

の
後
期

の
代
表
的
な
文
章
家

で
あ
る
林
紆

は

西
洋
の
小
説
を
翻
訳
す
る
と
き
新
語
を
使
う

こ
と
は
少
な
く
な
か

っ

た
。
(普
通
、
程
度
、
個
人
、
団
体
、
反
動

の
力
、
活
発
な
精
神
、

な
ど
の
よ
う
に
)
。
彼

の
翻
訳
作
品
で
あ
る

「塊
肉
余
生
記
」
(現
在

ハお
り

は

「大
衛

・
科
柏
菲
ホ
」
と
訳
す
)
の
訳
文

で

「瞼
上

一
糸

の
肌
肉

も
未
だ
か

つ
て
少
動
せ
ざ
る
を
覚
ゆ
」
「嫁

ぐ
を
果
た
し
足
る
も
の

は
良

(ま
こ
と
)

に
自
由
な
り
」
「今
日
の
相
逢
う
、
乃
わ
ち
幸
福

の
至
り
」

「且

(
し
ば
ら
)
く
此

の
小
社
会

に
在
り
」
な
ど

の
表
現

を
し
て
い
る
が
、
肌
肉
、
自
由
、
幸
福
、
社
会
は
皆
流
行

の
新
名
詞

で
あ
っ
て
林
紆
は
様

に
な
る
使

い
方
を
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
と

同
時
に
彼
は
理
論
的

に
は
極
力

"
東
方

の
新
名
詞
"
を
既
め
て
い

て
、

一
九

一
八
年

に

「古
文
辞
類
纂
選
本
」

に
序
文
を
書

い
た
と

ホ
　

き
、

「報
館

の
文
字
」
を
批
判
し
て
、
「時
時

復
た
東
人

の
新
名
詞
擁

ハれ
　

入
す
」
る
の
で

「静
な
ら
ず
」
だ
と
し
て
い
る
。
林
氏
は
新
名
詞
を

二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

一
つ
は
中
国
の
古

典
に
出
所
の
あ
る
も
の

で
、
例
え
ば

"進
歩
"
は

「陸
象
山
文
集

」
か
ら
出
て

い
る
し
、

"頑
固
"
は

「南
史
」
か
ら
、
"請
願
"
は

「漢
書
」
か
ら
出
て
い
る

も
の
で
、
日
本
人
が

こ
れ
ら
を
借
り
て
西
洋

の
概
念

の
対
訳
と
す
る

の
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う

一
つ
は
出
所
の
な
い
も
の

で
、
そ
れ
は

"目
を
刺
す
字
"
で
あ
る
か
ら
、
排
斥
す
べ
き
だ
と
言
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う

の
で
あ
る
。
"東
人
の
新
名
詞
"
の
使
用
を
避
け
る
た
め
に
、
彼

は
し
ば

し
ば
音
訳
法
を
取

っ
て
い
る
。
例
え
ば

"威
克
"
で
も

っ
て

"w
eek
"
を
訳
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
者
が

そ
の
意

味
を
分
か
ら
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
、
そ
こ
で

「今
言
う
と

こ
ろ
の

"礼
拝
"
な
り
」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
林
氏
は
日
本
製

の

意
訳
語

を
迂
回
し
よ
う
と
試
み
た
の
だ
が
、
結
局
避
け
よ
う
も
な
い

こ
と

で
あ

っ
た
。

日
本

へ
の
留
学
生
で
あ

っ
た
彰
文
祖
が
書

い
た

「盲
人
と
め
く
ら

馬
の
よ
う
な
新
名
詞
」
と

い
う
本

は
日
本

の
名
詞
が
酒

々
と
中
国
に

流
れ
込

む
の
は
国
を
滅
ぼ
し
民
族
を
滅
ぼ
す
と
し
て
も

っ
と
直
接
に

有
害
性

を
指
摘
を
し
て
い
る
。
彼

は
日
本

の
名
詞
を
そ
の
ま
ま
に
使

う
人
を

「悟

(て
ん
)
と
し
て
恥
を
知
ら
ず
」
と
攻
撃
し
た
。
そ
し

て

「支

那
、
取
締
、
取
消
、
引
渡
、
目
的
、
宗
旨
、
権
利
、
義
務
、

衛
生
、

要
素
、
法
人
、
文
愚
、
経
済
、
引
揚
、
相
場
、
切
手
、
譲

渡
、
差
押
、
第

三
者

」
な
ど

の
語
を

「倫

(
み
ち
)
な
ら
ず
類
な

　
が
　

ら
ず

」

と

力

を
込

め

て
批

判

し

、

中

国

人

が

日

本

式

の
言

葉

の

用
法

ハタ

を

そ

の

ま

ま

に
使

う

の

は

「階

眼

盲

従

」

だ

と

言

い
新

を

改

め

て

旧

に

帰

る

こ
と

を
強

く

主

張

し

た

。

例

え
ば

日

本

か

ら
来

た

"
取

締

"

は

廃

止

す

べ
き

で
、

こ
れ

に

代

え

る

に
古

代

漢

語

の

"
禁

止

"

"
管

束

"

を

持

ち

出

し
、

ま

た

"
場

合

"

を
改

め

て

"
事

"

"
時

"

"
処

"

に

し

、

"
第

三
者

"

を

改

め

て

"
他

人

"

と

し
、

"
動

員

令

"

を

改

め

て

"
動

兵

令

"

と

し

、

"
打

消

"

を

改

め

て

"
廃

止

"

と

し

、

"
目

的

"

を

改

め

て

"
主

眼

"

と

し

、

"
取

消

"

を

改

め

て

"
去

錆

"

と

し
、
"手
続
"
を
改
め
て

"次
序
"
"程
序
"

と
し
、
"引
渡
"
を
改

め
て

"
交
付
"
"交
出
"
と
す
る
こ
と
な
ど
を
言
う
。
彰
氏
は
日
本

製

の
名
詞
で
あ
る

"弁
護
士
"
に
つ
い
て
は
、

い
た
く
こ
れ
を
賞
で

て
い
る
。
彼
は
言
う

「余
以
為

(お
も
)
え
ら
く
日
本
の
弁
護
士
の

名
甚
だ
佳
な
り
、
之
を
取
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
不
可
な
り
」
と
、
そ
し

て

「大
律
師
」
と
い
う
中
国
の
名
詞
を
こ
れ

に
取
り
替
え
る
よ
う
力

説
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
彰
文
祖
も
必
ず
し
も
日
本
語
語
源

の
言
葉

を
全
く
排
斥
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
彰
氏
は

"取
締
"

と

い
う

一
語

の
よ

っ
て
来
る
と
こ
ろ
は
言
葉

の
理
に
合
わ
な

い
と
し

て
、
長
大
な
文
章
を
書

い
て
論
じ
る
こ
と
も
し
た
。
そ
の
中
に
は
偏

頗
な
考
え
方
も
多
い
が
、
語
源
を
さ
か

の
ぼ

る
た
め
に
ま
た
語
義
の

解
釈

の
た
め
に
価
値
の
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
特
に
引
い

て
左

に
記
し
て
お
く
。

留
学
生
誰
か
日
わ
ざ
ら
ん
や
取
締
規

則
取
締
規
則
と
。
報
紙

ま
た
取
締
取
締
と
書
か
ざ
る
日
な
し
。
政
界
の
中
と
学
堂

の
中

取
り
締
ま
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り
取
り
締
ま
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
不
可
な
り
と
言
わ
ざ
る
時
な
し
。

そ
の
義
と
そ
の
来
歴
を

尋
ぬ
る
に
、
則
わ
ち
荘
然
と
し
て
知
ら
ず
。
咄
!

是
れ
何
ぞ

盲
従
の
深
き
や
。
殊
に
こ
の
二
字

の
魔
力
甚
だ
大
に
し
て
、
独

り
全
国
に
弥
漫
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
大
多
数

の
人

の
心
理
に
影

映
す
。
大
総
統
の
命
令
の
中
す
ら
且

つ
そ
の
位
を
備
え
た
り
。

ハね
ね

民
国
二
年
六
月
、
某
命
令
の
中
に

"自

ら
ま
さ
に
厳
し
く
取
締

り
を
加
う
べ
し
"
の
句
有
り
て
、
永
く
将
来

の
歴
史
書
の

一
革
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命
文
章
と
為

る
、
そ
の
魔
力
誠
に
驚
く

べ
き
な
り
。
取
締

の
二

字

の
用
い
ら
る
る
は
、
吾
国
の
現
に
称
し
て
大
文
豪
と
な
す
梁

ハ　
ね

啓
超

に
由
る
な
り
。
梁
の
文
章
中
新
名
詞

の
故

(こ
と
さ
ら
)

　お
　

に
多
き

こ
と
数
ぐ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、

「新
民
叢
報
」
を
以

っ

て
嗜
矢

と
為
す
。
是
れ
そ

の
国
に
建
功

す
る
第

一
の
階
に
し

て
、
国
人

の
侃
服
し
て
宗
仰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
者
な
り
。
今

取
締

二
字

の
來
源
を
言
わ
ん
。
先
ず
取
る
の
字
を
説
く
に
、
取

る

の
字
は
日
文

の
中
に
在
り
て
毫
も
意
義
な
く
所
謂
接
頭
語
是

れ
な
り
。
「左
伝
」

の

"騎
と
し
て
我
独
り
無
く
"
の

"
騎
"

の
字

は
、
祭
文

の
首
句

"維
れ
万
国
の
元
年
"
の

"維
"
の
字

に
し
て
同
じ
く
意
思
無
き
者
な
り
。
此
れ
余

の

一
面

の
言
に
あ

ら
ず

し
て
乃
わ
ち
参
考
に
拠
る
も
の
な
り
。
日
本
の
東
亜
語
学

ハひ
ロ

ま
ね

研
究
会
出
版

の
小
紅
本

「漢
訳
日
本
辞
典
」
四
四

一
頁
上
、
取

の
字

に
格

(
い
た
)
り
て
注
下
し
て
明
言
す
、
此
の
字
他
の
字

の
上
に
加
わ
り
て
未
だ
意
義
有
ら
ざ
る
な
り
と
。
凡
そ
日
本
に

留
学
す
る
者
、
そ
の
初
め
未
だ

一
冊
を
購
せ
ざ
る
者
有
ら
ず
。

豊

に
視
し
て
見
ざ
ら
ん
や
!

日
文
中
所
謂
接
頭
語
接
尾
語
な

る
者
数
ぐ
る
に
勝
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
大
半
は
皆
意
思
な
き

者

な
り
。
吾

が
国
言

の
接
尾
語
ま
た
数

を
為
す

こ
と
甚
だ
多

し
。

「拗
」

「羅
」

「嘱
」
等

の
如
き
音
は
、
皆
書

し
て
字

に
出

さ
ず
、
僅
か
に
そ
の
状
態
を
表
す
の
み
。
取

る
の
字
已
に
明
ら

か
な
り
。
菰
に
再
び
締

の
字
を
言
わ
ん
。

「康
煕
字
典
」
に
拠

れ
ば
、
則
わ
ち
締

は
締
結
な
り
、
結
び

て
解
か
ざ

る
の
意
な

り
、
閉
じ
る
な
り
。
日
文

の
取
締
の
二
字
は
、
即
ち
後
ろ
の
二

者

の
意
思
を
取
る
な
り
。
而
し
て
結
び

て
解
か
ず
の
意
、
即
ち

放
さ
ざ
る
の
意
な
り
。
放
さ
ず
の
意
な

れ
ば
、
即
ち
閉
じ
る
の

意
と
何

の
差
別

な
し
。
再
び
閉

の
字

の
意
思
を
広
く
解
す
る

に
、
即
ち
封
鎖
な
り
、
封
鎖
の
意
思
は
、
即
ち
禁
止
し
て
動
く

を
許
さ
ざ
る
な
り
。
禁
止
し
て
動
く
を
許
さ
ざ
る
の
意
思
は
、

即
ち
拘
束
な
り
、
管
束
な
り
。
所
謂
取
締
規
則
は
、
学
生
を
管

束
す
る
規
則
な
り
、
自
ら
ま
さ
に
厳
し
く
取
締
り
を
加
う
べ
し

と
は
、
即
ち
自
ら
厳
し
く
管
束

(禁
止
)
を
加
う
べ
し
な
り
。

ハめ

　

警
察
は
呆
膀
子
の
悪
風
に
対
し
て
、
所
謂
取
り
締
ま
る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
不
可
な
り
、
即
ち
禁
止
す
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な

り
。
吾
が
国
の
人
是
れ
何
の
心
理
ぞ
、
偏

(ひ
と
え
)
に

「倫

(
み
ち
)
な
ら
ず
類
な
ら
ず
、
牛

の
蹄

に
馬
の
腿
」
で
あ
る
取

　　
り

締
の
二
字
を
嗜

(こ
の
)
み
て
、
光
明
嘉
落
た
る
禁
止
管
束
等

の
字
を
唾
棄
す
る
や
!

咄
、
之
を
罵
ら
ん
と
し
て
階
眼
盲
従

と
日
う
。
殊
に
大
総
統
の
之
を
歓
迎
す

る
が
ご
と
き
、
亦
た
言

い
が
た
き
な
り
。

彰
氏
は
日
本

の
名
詞
が
中
国
で
伸
び
広
が

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
原
因
を
梁
啓
超
な
ど
と
い
っ
た

"世
を
時

め
く
領
袖
"

の
推
進
力

に
あ

っ
た
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
文
壇
で

の
寵
児
で
あ

っ
た
梁
啓

超
の
役
割
を
過
大
に
見
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と

こ
ろ
は
、
新

語
の
大
量

の
出
現
は
、
そ
の
根
本
を
探
れ
ば

、
新
た
な
事
物
が
さ
ま

ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
出
て
き
て
尽
き
る
こ
と

の
な
か

っ
た

こ
と
の
表
面
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化
で
あ
り
、
決
し
て
単
に
少
数

の
人
の
推
進
に
よ

っ
て
動
か
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
を
揮
え
ば
花
が
咲
く
梁
氏
の
文
章

は
新
語

の
魅
力
を
増
し
新
語

の
伝
播
力
を
大
き
く
し
た
と
い
う
の
は

争
え
な

い
事
実
で
あ
る
。
彰
氏
が
日
本
の
名
詞
を

"痛
恨
"
す
る
の

は
、
日
本

の
中
国
侵
略
を
痛
恨
す
る
こ
と
と
直
接
に
関
わ

っ
て
い

ハめ
り

る
。

一
九
三

一
年
の

"九

一
八
"
事
変
の
後
、
彰
氏
は

「盲
人
と
め

く
ら
馬

の
よ
う
な
新
名
詞
」
と
い
う
本
を
重
版
し
た
が
、
そ
れ
は
こ

の
こ
と

の
も

つ
意
味
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
愛

国
主
義
の
激
情
は
結
局
の
と
こ
ろ
理
性
的
な
学
術
的
分
析

の

代
わ
り
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
侵
略
国
の
日
本
に
対
す
る
憤
糠
を

日
本
か
ら
中
国
に
流
入
し
た
名
詞
の
上
に
移
し
て
ぶ
つ
け
る
の
は
、

合
理
的

で
は
な
い
し
、
中
国
自
身
の
言
葉

の
発
展

の
た
め
に
も
な
ら

な
い
。
外
来

の
新
語

は
、
民
族

の
言
葉
を
あ
る
程
度
ち
が
う
も
の
に
す
る

と
い
う

こ
と
が
起
こ
る
の
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
清

朝
末
期
中
華
民
国
の
初
め
の
こ
ろ
、
生
硬
な
新
し
い
名
詞
を
抵
抗
を

押
し
切

る
よ
う
に
し
て
移
し
使

っ
た
か
ら
、
語
義

の
混
交
や
間
違

っ

た
理
解

も
多
く
の
人

の
中

に
あ

っ
た
。

こ
う

い
う
現
象
を
時
の
人
は

"騙
馬
に
あ
ら
ず
馬
に
あ
ら
ず
、

ム
リ
　

以

っ
て
国
語
を
混
清
す
る
に
足
る
"
と
批
判
し
た
。
し
か
し
、
日
本

語
語
源

の
漢
語

の
中

国
流
入
は
、
積
極
的
な
効
果
が
主
要
面

で
あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り
、
そ
し
て
ま
た
言
語

の
異
化
は
そ
れ
に
相
伴

っ
て
見
え
な

い
と
こ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ろ
で
言
語

の
帰
化
が
伸
び
進
む
も
の
で
、
時
間
の
推
移
と
と
も
に
、

日
本
語
由
来
の
漢
語
は
中
国
漢
字
文
化

の
有

機
的
な
成
分
と
し

て
ま

す
ま
す
転
化
が
進
ん
で
き
た
。
当
時

"国
語

の
論
喪
な
り
"

(
つ
ま

り
漢
語

の
異
化
)
だ
と
心
配
す
る
人
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
杞

憂
で
あ

っ
た
。

三

理
性
的
分
析

清
朝
末
期
の
士
大
夫
階
層
に
は
、
新
語
を
拒
否
す
る
論
調
が
は
な

は
だ
多

い
が
、
そ
の
中
で
も

「学
務
綱
要
」

は
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

中
国
は
自
ら
通
用
す
る
名
詞
あ
り
、
何

ぞ
必
ず

し
も
人

の

ハの
ロ

ム
け
　

牙
慧
を
拾
わ
ん
や
。

「綱
要
」
は
自
然
科
学

の
新
語
の
た
め
に
は
、
"合
法
的
空
間
"
を
と

ど
め
て
お
く
が
、
そ
の
他
の
領
域

の
新
語
と

な
れ
ば
こ
れ
を
斥
け
て

ハ
　
　

"抄
襲
"
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

化
学
家
、
制
造
家
及
び

一
切

の
専
門

の
学
、
新
物
新
法
有
り

と
考
え
、
因
り
て
創
り
て
新
字
を
為
す

に
、
自
ず
か
ら
ま
さ
に

各
そ
の
本
字
に
従
う
べ
き
の
ほ
か
、
凡

く
通
用
せ
る
名
詞
は
自

ムに
　

ず
か
ら
剃
襲
す
る
を
宜
し
と
せ
ず
。

清
末
の
名
士
で
あ

っ
た
高
鳳
謙
は
新
名
詞
に
反
対
し
な
か
っ
た
が
、

自
分
で
作
り
出
す

べ
き
だ
と
し
、
舶
来
品
の
助
け
を
借
り
る
必
要
は

な
い
と
い
う
考
え
方

で
あ

っ
た
。

今

の
所
謂
新
名
詞
は
、
大
抵
が
翻
訳

よ
り
出
づ
。
或

い
は
東
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隣

の
成
語
を
径
用
し
、
そ

の
拝
格
し
て
通
ぜ
ざ
る
者
誠
に
数
ぐ

る
に
勝
え
ざ
る
な
り
。
…
…
後
起
の
事
物
既
に
古
の
無
き
と

こ

ろ
な
り
、
勢

い
以

っ
て
之

に
名
つ
く
る
能
わ
ず
。
此
れ
正
に
新

名
詞
の
由
り
て
起

こ
る
と

こ
ろ
な
れ
ど
も
、
固
よ
り
必
ず
し
も

外

国
に
し
て
始

め
て
之

を
謂
う
を
得

た
る
新
よ
り
来
る
に
あ

ム
ロ
　

ら
ず
。

大
翻
訳
家

で
あ
っ
た
厳
復

は

一
定

の
程
度
ま
で
自
分

で
新
語
を
作

り
、
日
本

の
新
語
を
拒
絶
し
て
が
ん
ば

っ
た

一
人
で
あ
る
。
彼
は
あ

る
と
き
は
古

い
漢
語
の
中
か
ら
選
ん
だ
言
葉

で
西
洋
の
概
念
を
対
訳

し
、
あ
る
と
き
は
古
雅
な
新
語

を
作
り
出
し
て
西
洋
の
概
念
を
対
訳

し
た
。

そ
し
て
決
し
て
比
較
的
分
か
り
や
す
く
明
快
な
日
本

の
名
詞

の
既
製
品
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
厳
復
の
翻
訳
を
立
派
過
ぎ
て
世

の

受
け
が
悪

い
と
批
評
す

る
人
が
あ

っ
て
も
、
厳
氏
は
納
得
せ
ず
、

む
　

「天
演
論

」
の
最
初

の
部
分
の

「翻
訳
例
言
」

の
中
で

「吾
が
訳

の

正
し
き
は
以

っ
て
中
国

の
古
書

を
多
読
せ
る
人
を
待

つ
も

の
な
り
」

と
称
し

て
い
た
。

以
上

の
よ
う
な
文
化
民
族
主
義
的
感
情

の
色
彩
を
帯
び
た
観
点
と

は
反
対

に
、
学
者
の
中
に
は
日
本

の
名
詞

の
中
国
流
入
に
冷
静

で
理

性
的
な
態
度
を
取
る
者
も
あ

っ
た
。
そ
の
際
立

っ
た
例
と
し
て
王
国

維

(
一
八
七
七
ー

一
九

二
七
)
が
あ
る
。
王
氏
は
羅
振
玉

(
一
八
六

六
ー

一
九
四
〇
)
が
創
刊
し
た
中
国
で
最
も
早
い
教
育
雑
誌

で
あ
る

『
教
育
世
界
』
の
第
九
六
号
に

「新
学
語

の
輸
入
を
論
ず
」
と
い
う

文
章
を
発
表
し
た
。
外
来
の
新
語

(と
り
わ
け
日
本
製

の
新
語
)
を

ば
か
に
し
て
排
斥
し
よ
う
と
す
る
世
論
に
向
か

い
合
い
な
が
ら
、
王

氏
は
新
語
の
中
国
流
入
に
ゆ
る
ぎ
な

い
肯
定
を
与
え
た
。
そ
の
文
章

を
始
め
る
に
あ
た
り
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
こ
う
言
う
。

近
年
、
文
学
上

一
つ
の
最
も
著
し
き
現
象
有
り
、
則
わ
ち
新

語
の
輸
入
是
れ
な
り
。

こ
こ
で
い
う

「文
学
」
と

い
う

の
は
、
「
文
章
博
学
」

の
省
略
語

で
、
学
術
文
化
全
体
を
指
す
。
王
氏
は
新
語

の
中
国
流
入
に
歴
史
的

な
回
顧
も
し
て
い
て

「周
秦
の
言
語
、
仏
典

を
翻
訳
す
る
時
代
に
至

り
て
そ
の
不
足
に
苦
し
む
。
近
世

の
言
語
、

西
籍
を
翻
訳
す
る
に
至

り
て
時

に
又
そ
の
不
足
に
苦
し
む
」

「固
よ
り
我
が
国
の
学
術
に
し

て
進
歩
を
欲
せ
ん
か
、
則
わ
ち
閉
関
独
立

の
時
代
に
在
り
と

い
え
ど

も
、
な
お
新
名
を
造
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
が
ご
と
し
、
況
ん
や
西
洋

の

　ほ
り

学
術
駐
駐
と
し
て
中
国
に
入
り
、
而
し
て
言
語
の
用
う
る
に
不
足
す

る
、
固
よ
り
自
然
の
勢
い
な
り
」
と
述

べ
て
い
る
。

王
氏
は
言
葉

の
民
族
的
な
垣
根
を
固
く
守

ろ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
言
葉
を
事
物
や
思
想
を
反
映
し
て
流
動
す
る
も
の
と
し
て
見
よ

う
と
す
る
。
新
た
な
道
具
を
映
す
新
名
詞
は
、
明
朝
末
期
以
来
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
人
々
は
受
け
入
れ

や
す
い
。
し
か
し
、
新

た
な
思
想
を
映
す
新
語

の
場
合
は
、
し
ば
し
ば
否
定
的
な
意
見
に
遭

う
も

の
で
あ
る
。
王
氏

の
偉
い
と
こ
ろ
は
こ

の
点
に
関
し
て
い
て
、

自
ら
立

っ
て
新
思
想
を
映
す
新
語
を
肯
定

し
よ
う
と
す
る

の
で
あ

る
。
彼

は
言
う
。

言
語
な
る
も
の
は
、
思
想

の
代
表
な
り
。
故

に
新
思
想

の
輸
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入
と
は
、
即
ち
新
言
語
の
輸
入
の
意
味
な
り
。

ハれ
り

こ
う
し
た
考
え
は

「中
体
西
用
」
、
「器
を
変
え
て
道
を
変
え
ず
」
と

い
っ
た
観
念
が
統
治
の
地
位
に
あ

っ
た
清
朝
末
期
に
お
い
て
は
相
当

前
衛
的
な
思
想

で
あ

っ
た
。
こ
う
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
王
氏
は
日
本
の
新
名
詞

の
中
国
流
入
に
対
し
て
正
確
な
歴
史

的
位
置
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

十
年
以
前

に
て
は
、
西
洋
学
術
の
輸
入
は
形
而
下
の
学
に
限

ら
れ
た
り
、
故
に
新
字
新
語
有
り
と

い
え
ど
も
、
文
学

の
上
に

お
け
る
や
尚

い
ま
だ
顕
著
な
る
影
響
有
ら
ざ
り
き
。
数
年
以

来
、
形
而
上

の
学
漸
く
中
国
に
入
る
、
而
し
て
又

一
日
本
有

り
、
中
間

の
駅
騎
た
り
、
是

(
こ
こ
)
に
日
本

の
造
る
と
こ
ろ

ハ　
り

の
西
語
の
漢
文
、
混
混
の
勢
を
以

っ
て
我
が
国
の
文
学
界
に
侵

入
す
。

日
本

の
新
語
が
大

挙
し
て

「侵
入
」
す
る
事
態

に
直
面
し

て
、

「奇
を
好
む
者
は
之
を
濫
用
し
、
古

に
泥

(な
ず
)
む
者
は
之
を
唾

棄
」
し
た
が
、
王
氏

は

「二
者
皆
非
な
り
」
と
し
て
こ
う
言
う
。

一
つ
の
学
を
講
じ
、

一
つ
の
芸
を
治
む
る
に
、
則
わ
ち
新
語

を
増
さ
ざ
れ
ば
不
可
な
り
。
而
し
て
日
本

の
学
者
既
に
我
に
先

ん
じ
て
之
を
定
む
。
則
わ
ち
沿
い
て
之
を
用
う
、
何
の
不
可
か

こ
れ
有
ら
ん
?

故
に
甚
だ
し
く
妥
な
ら
ざ
る
も
の
に
あ
ら
ず

ん
ば
、
吾
人
固

よ
り
創
造
を
以

っ
て
為
す
な
き
な
り
。

王
氏

は
ま
た
厳
復

の
こ
と
に

つ
い
て
も
言
及
し
、
「今
日
学
語
を

創
造
す

る
を
以

っ
て
名
あ
る
者
な
」
れ
ど
も
、
「造
語
の
工

(た
く

み
)
な
る
者
固
よ
り
多
し
、
而
し
て
そ

の
不
当
な
る
者
も
亦
た
少
な

ハお
　

か
ら
ず
」
だ
と
言

っ
て
い
る
。
王
氏

は
厳

の
訳
語
で
あ
る

「天
演
」
、

ホ
け

　れ
ソ

「善
相
感
」
、
「宇
宙
」
な
ど
の
例
を
挙
げ
、

西
洋

の
原
語

の
本
来

の

語
義
と
完
全
に
は
対
応
し
て
い
な

い
と
考
え
た
。
そ
し
て
日
本
で
の

訳
名
は
中
国
人
に
と

っ
て
み
れ
ぼ
、

二
つ
の
大
き
な
利
点
が
あ
る
と

し
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

因
襲

の
易
き
は
、
創
造
の
難
き
の
ご
と
か
ら
ず
、

こ
れ

一
な

り
。
両
国
学
術
交
通

の
便
有
り
、
拝
格

の
虞
れ
な
し
、

こ
れ
二

な
り
。

こ
の
二
便
有
り
、
而
し
て
二
難

な
し
、
又
何
ぞ
嫌

い
何

ぞ
疑

い
て
用
い
ざ
ら
ん
や
。

王
氏
は
日
本

の
訳
名

に
も
き

っ
ち
り
当
た

っ
て
は
い
な

い
も
の
も
あ

る
が
、
お
お
よ
そ
と
こ
ろ
は
使
え
る
も
の
で
、
中
国
人
は
で
き
る
だ

け
そ
れ
を
採
用
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
ゐ

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
今
日
に
処
し
て
学
を
講
ず
、
已

に
新
語
を
増
さ
ざ
る
能
わ
ざ

る
の
勢

い
有
り
。
而
し
て
人
既
に
之
を
造
る
に
我
之
を
沿
用
せ

ば
、
そ
の
勢

い
此
れ
よ
り
便
な
る
こ
と
あ
ら
ず
。

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
と
め
て
言
う
と
、
王
国
維
は
国
粋
派
や
守
旧
派
が
外
来

の
新
語

を
排
斥
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
れ
に
加
え

て
厳
復
な
ど
の

「学
語

を
創
造
す
る
者
」
に
、
日
本
人
が
す
で
に
造

っ
た
漢
字

の
新
学
術
語

を
排
斥
し
な
い
よ
う
勧
め
た
の
で
あ
る
。
王
氏
は
事
実
に
即
し
て
正

し
さ
を
求
め
る
態
度
を
も
と
に
、
近
代
日
本

の
数
十
年

の
鍛
錬
を
経

IO2



て
す
で
に
規
範
化
に
向
か

っ
て
い
る
漢
字

の
新
語
を
中
国
に
汲
み
入

れ
る
よ
う
力
を
込
め
て
主
張
し
た
。

羅
振
玉
に
も
似
た
考
え
方
が
あ
る
。
彼
は

一
九
〇
二
年

に

『教
育

世
界
』
第
二
二
号
に
発
表

し
た

「訳
書
条
議
」
の
な
か
で
、
訳
書

の

ロ　
り

「八
端
」
を
提
案
し
て
い
る
が
、
そ

の
第
三
条
は

「定
名
」

つ
ま
り

名
詞
の
規
範
化

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本

は
す
で
に
こ
の
面

で
大
量

の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
中
国
は
借
り
て
見
本
と
す
べ
き
だ
と

い

う
考
え
方
が
示
さ
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
羅
氏
は
法
律

の
訳
語
は
日
本

を
参
考

に
す

べ
き
だ
と

い
う
認
識
を
持
ち
、
「今
宜
し
く
日
本

の

"法
律
字

典
"
等

の
書

を
取

り
翻
訳

の
備
用
と
す

べ
し
」
と
述

べ

た
。胡
以
魯

が

一
九

一
四
年
に
発
表
し
た
大
長
編
論
文

「訳
名
を
論

ず
」
は
、
日
本
語

で
訳
さ
れ
た
名
詞
に
対
し
て
分
類
し
て
処
理
し
よ

う
と
す
る
意
見
を
提
出
し
て
い
る
。

五
、
吾
が
国
未
だ
か

つ
て
そ
の
名
を
著

(あ
ら
わ
)
さ
ず
、
日
本

人
は
か

つ
て
仮

の
漢
字
を
以

っ
て
訳
と
為
す
も
の
は
、
そ
の
義

中
文

に
お
い
て
通
ず

べ
く
ん
ば
、
之

に
従
う
。
…
…
れ　
　

六
、
日
人
の
訳
名
、
義

に
お
け
る
未
だ
必
ず

し
も
允
治
を
尽
く
さ

ざ

る
も
改
善
は
難
し
と
な
す
も
の
、
則
わ
ち
国
語

の
義
通
ず

べ

き
も
の
を
求
め
て
因
り
て
之
に
就
く
。
名
詞
は
固
よ
り
全
き
を

求

む

る
は
難

し
、

同
じ
く

一
の
漏
を
掛

く
る
な
ら
ぼ
、
傍

(な
)
お
旧
に
如
か
ざ
る
な
り
。
…
…

七
、
日
人

の
訳
名
、
吾
が
故
よ
り
有
る
を
誤
用
す
る
者
は
、
則
わ

ち
名
と
実
と
混
清
し
て
誤
会
必
ず
多
し
、

宜
し
く
改
作
す
べ
し
。
…
…

亟

(す
み
や
か
)
に

十
九
、
日
語
名
詞
、
そ
の
国
語
前
よ
り
あ
る
に
係
る
有
り
、
或
い

は
日
訳
し
て
吾
が
国
の
語
法

に
合
わ
ざ

る
者
、
義
通
ず

べ
き
と

い
え
ど
も
、
襲
用
す
る
は
宜
し
か
ら
ず

、
清
乱
を
防
が
ん
が
た

め
為
り
。

文
学
者

の
朱
自
清
は

『新
中
国
』
の

一
九

一
九
年
第

一
巻
七
号
に

「訳
名
」
と

い
う
文
章
を
発
表
し
て
、
日
本

の
名
詞
を
採
用
す
る
よ

う
主
張
し
た
が
、
同
じ
語
の
別

の
訳
名
と
比

べ
て
み
て
よ
い
ほ
う
を

選
び
採

る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
は
み
な
言
葉
の
問

題

に
お
い
て
開
放
主
義
と
主
体
的
意
識

の
結
び

つ
き
を
示
す
も

の

で
、
や
み
く
も
に
排
外
す

る
の
と
は
明
確

に

一
線
を
画
し
て
い
る

し
、

「言
葉

の
覇
権
」
に
理
性
的
な
対
応
を
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

王
国
維
、
胡
以
魯
、
朱
自
清
な
ど
の
人
た
ち
の
翻
訳
論
は
、
外
来

語

(と
り
わ
け
日
本
製
の
新
語
)
に
対
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る

態
度
が
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
守
旧

の
風
が
盛

ん
で
あ

っ
た
清
朝
末
期

の
こ
と
と
し
て
は
開
明
的
な
見
識
だ
と
言

う
に
堪
え
る
こ
と
で
あ

る
。
清
末

は

「学
問

の
飢
荒
」
(梁
啓
超

の
言
葉
)
S
時
代
で
あ

っ

て
、
新
し
い
も
の
を
求
め
る
者
は
し
ぼ
し
ば
新
知
識
や
新
知
識
を
反

映
す
る
新
語
彙

に

「飢
え
て
食
を
択
ば
」
な
か

っ
た
。
そ
し
て
王
、

胡
、
朱
と
い
っ
た
人
た
ち
は
新
た
な
知
識
や
新
語
に
対
し
て
や
み
く

清朝末、民国初期 新語の自国流入に対する中国人学者の態度io3



も
な
状
態
に
陥
る
の
を
力
を
尽
く
し
て
避
け
、
理
性
的
に
分
析
す
る

態
度
を
取

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
所
論
は
、
今

に
至

っ
て
読
み

返
し
て
み
て
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
こ
と
に
得
が
た
く
貴

い
こ
と

で
あ
る
。

清
朝

か
ら
中
華
民
国
に
変
わ
る
こ
ろ
新
語
が
大
挙
し
て
中
国
に
流

入
し
た

が
、

こ
れ
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
し
た
者
も
あ

っ
た
し
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
者
も
あ

っ
た
。
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
者
も
、

一

か
ら
げ

に
す
べ
て
と
い
う

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
に
入
る
外

来
語
の
あ
る
も
の
に
は
批
判
を
加
え
た
。
日
本
の
名
詞
を
使
う
こ
と

に
最
も
力

の
あ

っ
た
梁
啓
超
で
さ
え
も
、
日
本
の
名
詞
に
対
し
て
多

く
の
批
判
を
行

っ
て
い
る
。
彼
が

一
八
九
九
年
に
書

い
た

「近
世
国

民
競
争

の
大
勢
及
び
中
国

の
前
途
を
論
ず
」
は
、
日
本
が

「経
済
」

と
い
う
言
葉

で
社
会
的
な
物
質
生
産
、
財
産
の
管
理
、
倹
約

の
意
味

を
表
す

の
に
異
議
を
唱
え
、

「資
生
」
「計
学
」
に
取
り
替
え
る
よ
う

主
張
し

て
い
る
。

一
九
〇
二
年
に
書

い
た

「民
族
競
争
の
大
勢
」
で

は
、
日
本

の
名
詞

の

「金
融
」
に
疑
問
を
呈
し
た
。
同
じ
年

の

「釈

革
」

で
は
、
さ
ら
に

「革
命
」
と
い
う
語
の
古
典
上
の
意
味
を
詳
し

く
考
察

し
、
日
本

の
訳
語

の

「革
命
」
は
英
語

の

"R
evolu
tio
n
"

に
正
確

に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、

「変
革
」
に
す
べ
き
だ
と
い

う
主
張
も
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
広
く
外
来
語
を
受
け
入
れ

た
梁
啓
超

は
、

「日
本

の
新
名
詞
」
を

一
か
ら
げ
に
採
用
し
た
訳

で

は
な
く
、
批
判
的
な
考
え
も
た

っ
ぷ
り
持

っ
て
い
た

こ
と
が
分
か

る
。
そ

れ
は
実
藤
恵
秀
が

「中
国
人
日
本
留
学
史
」
を
書

い
た
と

き
、
そ
の
第
七
章
の

「日
本
的
語
彙

へ
の
非
難

(
一
)」
の
な
か
で
中

国
で
普
通
に
使
わ
れ
る
日
本
語
語
彙
に

つ
い
て

「そ
の

な
か
の

あ
る
語
彙
に

た
い
し
て
、
中
国
に

沿
用
す
る

の
は
、
こ
の
ま

し
く
な
い
と

反
対
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て

　の
り

い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
梁
啓
超
の

「金
融
」

「経
済
」
「楽
利
主
義
」

「革
命
」
と
い
う
日
本

の
名
詞

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
が
そ
の
最

初

の
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
と
い
う
結
果

に
つ
な
が
る
こ
と

に
も

な
っ
た
。

四

摂
取
同
化

の
作
り
出
し
た
も
の

日
本
の
新
名
詞
が
流
入
す
る
強
い
勢

い
に
直
面
し
て
、
中
国
人
に

は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
者
も
拒
む
者
も
あ

っ
た
。
受
容
し
て
い
な
が

ら
拒
否
し
よ
う
と
す
る
者
も
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は

受
け
入
れ
あ
る
い
は
拒
む
と
い
っ
た
表
面
的

な
現
象
の
下

で
、
清
朝

か
ら
民
国

へ
と
移
る
時
期

の
言
葉

の
世
界

の
深
く
て
巨
大
な
流

れ

は
、
日
本
の
新
名
詞
が
漢
語

の
語
彙
の
体
系

の
中
に
移
し
変
え
ら
れ

浸
透
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
人
々
の
意
志

で
も

っ
て
な
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、
だ
ん
だ
ん
と
融
合
し
て
そ
の
有
機
的
な
構
成
要
素
と
な

る
と
い
う
よ
う
に
動

い
た

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
高
名
凱
と
劉
正
埃
が

次

の
よ
う
に
言
う
と
お
り
で
あ
る
。

現
代
漢
語
に
対
す
る
日
本
語
語
彙
の
影
響
は
大
き

い
。
現
代

漢
語
の
語
彙

の
な
か
に
含
ま
れ
る
外
来
語

の
主
要
な
出
所

の

一
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つ
で
あ

っ
て
、
最
も
大
き

い
源
だ
と
ま
で
言
う

こ
と
が
で
き

る
。
欧
米

の
多
く
の
言
葉

の
形
が
日
本
語
を
通
し
て
現
代
漢
語

ム　
　

の
語
彙

の
中
に
入
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
作
り
出
し
た
原
因
は
、
ま
ず
日
本
が
西
欧

の

学
問
を
研
究
し
学
ん
だ
実
績
と
経
験
を
中
国
が
お
手
本
と
し
よ
う
と

　の
り

し
た
こ
と

に
あ
る
。
西
欧

の
学
問
か
ら
の
吸
収
は
甲
午
戦
役
後

の
中

国
で

一
種

の
社
会
的
要
求
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
日
本
の

「新
漢
語
」

は
ま
さ
に
日
本
が
西
洋
の
学
問
を
消
化
し
た
こ
と
に
よ
る
言
葉

の
上

で
の
産
物

だ

っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
は
日
本
が
消
化
し
た
西
洋

の
学

問
を
輸
入
す
る
こ
と
が
必
要
だ

っ
た
し
、
そ
れ
で
避
け
よ
う
も
な
く

日
本
の
新

名
詞
が
必
要
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
昔
日
本
が

唐
朝

の
章

典
や
法
令
の
制
度
、
文
芸
や
思
想
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し

て
、
必
然

的
に
漢
字
の
語
彙
を
輸
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
の

と
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

第
二

の
原
因
は
、
中
国
と
日
本

の
両
国
は
同
じ
く
漢
字
文
化
圏
に

属
し
、
言
葉

の
行
き
交

い
の
多
く

の
面

で
便
利
な
こ
と
で
あ
る
。
前

に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
日
本

の
名
詞

の
作
り
か
た
は
あ
る
場
合
に
は

古

い
漢
語

を
借
り
て
そ
こ
に
新
し

い
意
味
を
注
ぎ
込
み
、
ま
た
あ
る

場
合

に
は
漢
語
の
語
構
成
法
に
も
と
つ
い
て
新
し
く
作
り
出
す
と
い

う

こ
と

で
あ

っ
た
が
、
そ

の
よ
う
に
し

て
西
洋

の
概
念
を
対
訳
し

た
。

だ

か
ら
日
本

の

「新
漢
語
」
は
語
形

の
源
が
漢
字
文
化

に
有

り
、
そ

の
語
形
か
ら
押
し
広
げ
て
語
義

へ
の
道
筋
を
開
い
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
道
筋
も
漢
字
文
化
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
か
ら
、
中
国

人

に

と

っ

て
理

解

し
受

け

入

れ

る

こ

と

が

し

や

す

か

っ
た

。

漢

字

語

の
語

彙

総

体

の

一
部

を
作

る

新

た

な

メ

ン
バ

ー

と

し

て
日

本

製

の

「
新

漢

語

」

は
中

国

に

入

り

、

受

容

と

拒

絶

の
両

極

端

の
反

応

に

遭

っ
た

が

、

そ

こ

で

言

葉

の

包

容

to
化

(a
cc
u
ltu
ra
tio
n
)

6̀

ハだ
　

過
程
を
経

る
こ
と
に
な

っ
た
。
8
。巳
ε
韓
δ
昌
と
い
う
の
は
、
母
語

と
外
来
語
が
互

い
に
浸
潤
し
含
み
あ

っ
て
つ
い
に
は
統

一
体
と
な

っ

て
い
く
過
程

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
漢
字
新
語
の
形
式
と
内
容

は
、
中
国
語
と
日
本
語
の
間
で
互

い
に
違
い
を
取
り
入
れ
互

い
に
相

手

の
や
り
方
を
受
け
入
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
あ
な
た

の
中
に
私
が
あ
り
、
私

の
中
に
あ
な
た
が
あ
る
。
す
り
合
わ
せ
が
進

行
す
る

一
時
期
を
経
て
、
中
国
人
は
多
く

の
日
本
製
名
詞
に
対
し
て

違
和
感
を
持

つ
こ
と
は
も
う
な
く
な

っ
た
。

今
日
の
中
国
人
は
、
ず

い
ぶ
ん
以
前
か
ら

「宗
教
、
哲
学
、
美
術
、
幹
部
、
民
権
」
な
ど
の

「日
本
の
新
名
詞
」
を
外
来
語
と
し
て
見
る

こ
と
は
な

い
。

こ
れ
は

ま
さ
に
日
本
人
が
二
千
年
来
中
国
か
ら
摂
取
し
て
き
た
大
量

の
漢
字

語
彙
を
と

っ
く
の
昔
か
ら
外
来
語
の
範
囲
に
含
め
な
い
の
と
同
じ
で

あ
る
。

い
ず
れ
も
中
日
間
の
言
葉
が

「酒
化
」
し
て
き
た
こ
と
の
生

き
た
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

原
注
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↑

〉

葉
徳
輝

「郎
園
書
札

.
与
皮
塵

三

頁
。

略

 (上
海
国
学
扶
輪

〈2
>

黄
摩
西
編

「普
通
百
科
新
大
詞
典
」
凡
例



社

、

一
九

=

年

)

を
見

よ
。

〈
3

>

「策
薫
雑

掠
」

巻

八

の
前

言

。

〈
4
>

「飲
氷
室

合
集

・
専

集

」

の
四
、

五
七

頁
。

〈
5
>

「新
燕
語

・
改

良

」
、
藩

雲
龍

主
編

「中
国

近
代
史

料
叢

刊
」

編

第
五
八
集

、
台
北

"
文
海

出
版

社
。

正

〈
6
>

凋
友
蘭

「三
松

堂
自

序

」
。

〈
7
>

黄
節

「国
粋

学
報

叙
」

『
国

粋
学

報
』

第

一
年

一
号
。

〈
8
>

章

太
炎

「
重

刊

"
古

韻

標

準

"

序

」

『
章

太

炎

全

集

』

第

四

巻
、

二
〇

三
頁

。

〈
9
>

「擬
高
郵

州
学

正

王
同

徳
世

職

王
偉
忠

稟
」

〔
高
郵

州

の
学
正

王

同
徳

の
王
偉
忠

に
世

職

す

る
を

擬

す

る
稟

、

「世

職

」

は
代

々
職

位

を
受

け
継
ぐ

こ
と

〕
、

「奨

山
政
書

」
巻

二
〇
、

四
〇
頁

。

〈
10
>

胡

以
魯

「論

訳
名

」

『庸

報

』
第

二
六
期

・
第

二
七
期
合

刊

。

〈
H
>

「新

定
学
務

要

綱

」

『東

方
雑

誌

』
第

一
年

三
号

、

一
〇

〇
頁

。

〈
12
>

同
右
。

〈
13
>

高

鳳
謙

「論

保
存

国
粋

」

『
教
育

雑
誌

』
第

一
年

、
七
号

。

〈
14
>

高

名
凱
、

劉

正

埃

『
現
代
漢

語
外

来

語
研

究
』
文

学
改

革
出

版

社
、

一
九
五

八
年

、

一
五

八
頁

。

訳

注
(
1
)

本
文

中

に

「
名

詞
」

と

い
う
言
葉

が
多

く
現

れ
る
が
、

こ
れ

は

原
文

の

「名
詞

」

を

そ

の
ま
ま

移

し
た

も

の
で
、
品

詞
分
類

と

し

て

の
名

詞
と

い
う

よ

り
、

「概
念

を
名

づ

け
言

葉

に
し

た

も

の
」

と

い

う
意
味

が
語
義

の
基

本

と
な

っ
て

い
る
。

　 　 　 　 　
65432
　 　 　 　 　

珍
聞

お
ち

こ
ち

の
意
。

駐

日
使
節

略
述

な
ら
び

に
雑

詠
。

駐

日
使
節

の
詩
録

。

さ

く
こ
う
ざ

っ
せ
き
、

海

を
渡

っ
て
拾

い
集

め
た
も

の
の
意

。

「樽

」

は

「躇
」

の
誤

り
か
。

「躇

鵬

」

は
う
ず

く
ま

っ
た

ふ
く

ろ

う

。

(
7

)

「禁

を

問

う

」

を

問

う

こ

と

。

は
見

知

ら

ぬ
土
地

に
行

き
、

そ

の
禁

忌

、
風

俗
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文 コ

畿 灘 難

 

り
。
外
交
部

署

。

日
本

を
遊
歴

し
た
絵

入

り
地

理
誌

お

よ
び

そ

の
余

録
。

門

の
次
官

。

動

の
と
き

、
維
新

派

の
重

要
な

新
聞

。

な
か

で
設

け
ら

れ
た

翻
訳
業

務

機
関

。

ち
ん

と
し

て

い
る

こ
と
。

わ

る

こ
と
。

論

す

る

こ
と
。

口
先

の
趣
味

と
実
際

の
好

悪

の
感
覚

が
相

違

す

る

こ
と

。

買
弁

の
意

の
英

文

か

ら

の
音

訳
。

日
本

の
外

来

語

に
す

れ
ば

と

な

る
と

こ
ろ
。

教

育
部

。

文

。

「
中
堂

」

は

「
大
学

士
」

の

こ
と

で
、
清

朝

に
お

い
て
最
高

位

」

は
身
分

の
高

い
人

。

to6
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清
朝
政
府
の
最
重
要
閣
僚
。

「燕
語
」
は
普
通
の
単
語
と
し
て
は

"
心

を
交

わ
す

雑
談

"

の

一
九
〇
四
年
に
商
務
印
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
総
合
雑
誌
。

こ
こ
で
は

一
九
〇
〇
年
、
八
力
国
連
合
軍
の
北
京
進
攻
が
あ
っ

利

己
的

な
行
動

。

「歯

す

る
」

は
相
手

に
す

る
。

つ
き
あ

う
。

意
気

阻
喪

し

た
状

態
。

朝
廷

の
貴

顕
。

怒

り
を
顔

に
出

す

。

歌
舞

の
風

俗
。

定
義

。

常

用
語
。

集

団
運
動

。

新
党

を
自

任

す

る
者

。

実
際

に
確

か

め

る
努

力

。

仲
間

。

ぐ
る
。

社
会

の
世
論

。

「蕩
検

」

は
放
蕩

、

「逮

間
」

は
長

き

に
渡

る
。

政
治

や
教
化

に
よ

っ
て
整

え

る
。

衰
微

。

「
デ
イ
ビ

ッ
ド

・
コ
パ

ー

フ
ィ
ー

ル
ド

」
。

.-..-.

5251
　 　

　 　 　 　 　
5049484746
　 　 　 　 　

新
聞
社

の
言
葉

。

滑
ら

か
に
整

っ
て

い
な

い
。

あ
れ

で
も
な
く

こ
れ

で
も

な
く
様

に
な

ら
な

い
。

見

る
力

を
失

っ
た
盲

従
。

一
九

=
二
年
。

前

出
。
九

〇

1
九

一
頁
参

照
。

辛

亥
革
命
前

、

革
命
派

に
対
抗

し
た

改
良

派

の
新

聞
。

発
行
さ
れ
梁
啓
超
が
中
心
に
な
っ
て
編
集
し
た
。

(53
)

明
治
三
十
八
年
吉
川
弘
文
館
か
ら

『漢
訳
日
本
辞
典
』

し
た
。
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日
本
で

を
発
刊

訳

注

(
53

)
の

『漢

訳

日
本
辞

典
』

の

こ
と
。

ち

ん
ぴ

ら
。

堂

々
と

し
て
立
派

で
あ

る
。

満
州

事
変
。

さ
き

に
あ

る
考

え
方

や
言

い
方
。

盗

用
。

ぎ

く
し

や
く
し

て
合

わ
な

い
。

ト

ー

マ
ス

・
バ
ク

ス

レ
イ

の

「進

化

と
倫

理

」

を
翻

訳

し
た

も

厳

復

の

「
天

演

」

は

日
本

語

の

「
進

化

」

の
概

念

に
相
当

す

し

ん

し

ん

、

勢

い
速

く

。

中

を

体

と

し

西

を

用

と

す

る

。

絶

え

る

こ

と

な

く

流

れ

る
。

ev
o
lu
tio
n
S

訳

語

。

訳

注

(
61

)
参

照

。

共

感

、

sy
m
p
ath
y

6̀
訳

語

。

清朝末、民国初期 新語の自国流入に対する中国人学者の態度IOC



(67
)

厳
復

は

「生
物

の
進

化

」

を

「宇

宙
天
演

」

と
表

現

し
た
。

(68
)

な

す

べ
き
八

つ
の

こ
と

。

(69
)

適
切

で
あ

る
。

(70
)

現
在

日
本

で
は
実

用
主

義

と
言

う
。

(71
)

日
清

戦
争

。

(72
)

中

国

語

で

は

「酒

化
」

と

言
う
。

※
本
文

中

の

〔

〕

は
訳

者

が
補

っ
た

も

の
で
あ

る
。

(邦

訳

山

田
克
利

)

IOg


